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第１節 保健・医療 

１．保健予防活動の充実 

（１）市民の健康づくり 

○老人・身体障害者等に対する各種の福祉サービス及び市民に対する保健サービスの提供を行っ  

た。 

・総合福祉センター利用状況 

    

区分 保健 老人 身体障害者 母子 一般 市機関 合計

件数（件） 1,0231,659 459 283 177 45 3,646

人員（人） 41,26380,1297,3495,3833,8612,690140,675
 

【保健福祉部 保健課】 

 

（２）感染症などの予防 

○予防接種実施状況 

    

ジフテリア・
百日咳・破傷風

ジフテリア・
破傷風

急性灰白髄
炎(ポリオ)

風しん 麻しん

接種者数(人） 5,473 884 2,950 1,364 1,423
 

○結核検診実施状況 

    

ツ反接種 ＢＣＧ接種 間接撮影

受診者数（人） 1,697 1,610 5,718
 

○インフルエンザ予防接種実施状況 

・中学３年生、高校３年生 接種人数   ２，５８４人 

・高齢者（６５歳以上対象） 接種人数 １３，７１５人 

【保健福祉部 保健課】 

 

（３）健康管理情報システムの充実 

○窓口業務における的確・迅速な相談に資するため、福祉サービスの利用情報などを共有する情

報システムを整備した。  

【保健福祉部 健康生活支援システム課】 

 

２．成人保健活動の充実 

（１）生活習慣病の予防 

○健康教育実施状況 

区　分 婦人会 老人クラブ 町内会 職域・ 
その他 健康講座など 合　計

回数（回） 4 53 10 34 47 148

人数（人） 105 1,366 330 1,772 995 4,568
 

○個別健康教育（高脂血症・高血圧・糖尿病・禁煙） 

・実参加者数   ５０人    延参加者数  ４３０人 

○健康相談実施状況 

・実施回数      １８回   利用者数   １５３人 
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○検診実施状況 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【保健福祉部 保健課】 

 

（２）寝たきり・認知症の予防 

○訪問指導事業 

・訪問指導実施状況 

     

 

 

 

○機能訓練事業 

・実施回数  １５３回   実参加者数 ９０人   延参加者数 ４，０６１人 

○介護予防個別評価事業 

・実施回数   ２４回   実参加者数 ２７人   延参加者数   ３５７人 

○いきいき温泉事業 

・実施回数   ９０回   実参加者数 ６０人   延参加者数   ７４２人 

【保健福祉部 保健課】 

（３）精神保健対策の充実  

○通所授産施設運営費補助         １件  

○障害者地域生活支援事業補助       １件  

○共同作業所運営費補助          ５件  

○回復者クラブ活動事業委託         ４件  

○共同住居運営費補助          １１件  

○施設通所交通費助成     延 ７，２８１人 

【保健福祉部 障害福祉課】 

検診日数 受診者数

103日 5,145人

24日 1,570人

12ヶ月 3,865人

11日974人(うちマン
モグラフィ523人)

12ヶ月 2,602人

103日 1,719人

12ヶ月 38人

103日 5,465人

103日 5,068人

103日 5,825人

12ヶ月 3,556人

　 103日 869人

12ヶ月 97人

103日 219人

12ヶ月 117人

骨粗しょう症検診 20回 267人集　団

肺 が ん 検 診

大 腸 が ん 検 診

市 民 健 康 診 査

集　団

集　団

施　設
前 立 腺 が ん 検 診

施　設
肝 炎 検 査

施　設

基 本 健 康 診 査

集　団

集　団

施　設

集　団

区            分

施　設

胃 が ん 検 診

集　団

施　設
子 宮 が ん 検 診

乳 が ん 検 診

区分
健康診査の
要指導者等

閉じこもり
予　　　防

介護家族者寝たきり者 認知症老人 その他 合　計

実訪問者数(人) 37 47 48 6 5 11 154

延訪問者数(人) 39 146 179 15 12 30 421
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（４）難病対策の充実 

○エキノコックス症検査実施状況 

    

区　　分 一般市民 児童･生徒

血清検査（人） 42 3
            【保健福祉部 保健課】 

 

３．母子保健活動の充実 

（１）妊産婦及び乳幼児の健康 

○乳幼児健康診査 

    

対象数(人) 受診数(人) 受診率(％) 有所見数(人)有所見率(％)

Ａ Ｂ Ｂ／Ａ Ｃ Ｃ／Ｂ

４ ヶ 月 児 1,497 1,318 88.0 86 6.5

７ ヶ 月 児 1,490 1,344 90.2 86 6.4

１歳６ヶ月児 1,533 1,447 94.4 289 20.0

２歳児(健康相談) 123 84 68.3 － －

３ 歳 児 1,601 1,448 90.4 220 15.2

区    分

 

○妊婦一般健康診査  受診者数  前期 １，４４９人  後期 １，３４０人 

○超音波検査     受診者数       １７６人 

○幼児歯科健診    受診者数     ３，７６６人 

【保健福祉部 保健課】 

 

（２）乳幼児医療費の助成 

○少子化問題に係る子育て支援の一環として、０歳児から６歳児までの医療費負担を軽減するた

め、個人負担分の一部又は全部を助成した。また、平成１６年１０月より６歳就学前までに助成

範囲の拡大を図った。 

・乳幼児医療費助成件数      １５１，６２１件 

・対象者数              ８，８８０人 

【市民部 国保課】 

 

（３）相談活動の充実 

○母性相談室         利用者数 ２，９０９人 

○ほんわかファミリー教室   参加者数   ７８１人 

○うまれてくる赤ちゃんのためのパパママあんしん相談   

               紹介者数    ３８人  相談者数  ３７人 

○すくすく教室        参加者数   ３６６組 

○母子訪問指導員による新生児、産婦訪問指導       実施件数 ４６２件 

○すこやか親子の元気ひろば  利用者数   乳幼児 ３，７９５人 保護者 ３，３８７人 

○すこやか親子教室      利用者数   ９８９組 

○家庭訪問     

    

区　　分 妊産婦 新生児 乳　児 幼　児

訪問件数（件） 332 315 45 432
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○性の相談事業 

・性の電話相談       専任相談員 １人配置    相談件数 ７３４人 

【保健福祉部 保健課】 

 

４．地域保健医療体制の充実 

（１）医療機能の充実 

○医療施設設備整備補助金    １件 

【保健福祉部 保健課】 

 

（２）救急医療体制の充実  

○休日、夜間における急病診療体制 

・一次救急                       

市内民 市外民 計

夜間急病センター 年中 午後9:00～翌午前8:003,1921,1674,359

夜間 午後7:00～　午後9:002,8767753,651

休日

日曜 8,6264,07412,700

休日

日曜 453 331 784

15,1476,34721,494合                    計

利用人員（人）
区    分

休日歯科在宅診療

在宅当番医制

内          容

午前9:00～　午後5:00

午前9:00～　午後4:00

 

・二次救急  

厚生病院 協会病院 第一病院 合 計
144 145 146 435
1,182 772 735 2,689

待機日数（日）
区　　　分

患者数 （人）  

    ※患者数は市民のみ 

○休日、夜間における一次救急医療機関の案内 

・帯広市急病テレホンセンター設置（平成１６年５月開始） 

   

  

    ※職員対応の件数は市民のみ 

【保健福祉部 保健課】 

 

第２節 地域福祉活動 

１．地域福祉活動の充実 

（１）福祉団体の充実 

○地域福祉活動の中心的役割を担っている社会福祉協議会や民間福祉団体への支援を行った。 

・社会福祉協議会が実施した地域福祉振興事業（ボランティア育成事業、地域福祉活動事業）

に対する補助等 

【保健福祉部 社会課】 

 

音声テープ案内 職員対応 合計
3,090件 2,782件 5,872件
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第３節 高齢者福祉 

１. 高齢者の生きがいづくり 

（１）社会参加機会の拡充 

〇高齢者が健康でいきいきと暮らすことができるよう、スポーツ・レクリエーションや学習活動

など、様々な交流・参加機会の拡充に努めた。 

・第３３回帯広市高齢者スポーツ大会    参加者数       １，９００人 

・高齢者バス無料券交付      交付対象者数（７０歳以上） ２２，３２４人 

                 バス券受領者数        １５，７９１人 

【保健福祉部 高齢者福祉課】 

 

（２）生きがいづくり 

〇高齢者が生きがいをもって積極的に地域活動に参加できるよう、老人クラブなどの自主的活動

を支援するとともに、活動の場づくりを進めた。 

・老人クラブ育成事業        ２１６クラブ       １２，９７５人 

・老人専用バス貸出         １０２回          ２，７８７人 

・地区敬老会の開催          ３２会場 

・敬老祝金支給事業    受領者数  ７７歳（喜寿）      １，２１１人 

                   ８８歳（米寿）        ３１５人 

                   ９９歳（白寿）         １４人 

                  １００歳以上           ４２人 

 【保健福祉部 高齢者福祉課】 

 

２．在宅サービスの充実 

（１）在宅サービスの充実 

〇介護を必要とする高齢者が在宅で安心して暮らすことができるよう、ホームヘルプサービスや

デイサービス、配食サービスなど各種サービスの充実を図った。 

・ホームヘルパー派遣       ８５７時間／年  実利用者数    ３３人 

・デイサービス         １，３５３回／年  実利用者数    ６０人 

・通所入浴             １７９回／年  実利用者数     ８人 

・配食サービス        ５８，２８５食／年  実利用者数   ４７５人 

・家族介護用品支給       １，５３１件／年  対象者数    １７７人 

・独居老人訪問活動     ３８７，４９１回／年  実利用者数 １，６０６人 

・高齢者在宅生活援助サービス       ４９４回／年  実利用者数    ８７人 

・ねたきり老人等寝具類クリーニング ３２４件／年  実利用者数   １９６人 

・ねたきり老人等理美容サービス   ６５４件／年  実利用者数   １４８人 

・家族介護リフレッシュ         ８回／年  参加者数     １４３人 

・介護予防教室                 ２６回／年  参加者数    ７４６人 

【保健福祉部 高齢者福祉課】 

 

〇旧市立病院敷地において、医療やデイサービスなどの介護サービス等を提供する「診療所・小

規模多機能ケア施設」の整備に対し補助を行った。 

【保健福祉部 健康生活支援システム課】 
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（２）緊急対策の充実 

〇一人暮らしの高齢者が安心して生活できるよう、高齢者緊急通報システムを充実した。 

・緊急通報システム          設置数     ８００台 

【保健福祉部 高齢者福祉課】 

 

（３）介護支援機能の整備 

〇高齢者に対する在宅介護支援センターの整備を促進した。 

・在宅介護支援センター（９ヶ所）   相談件数 １４，０８５件 

【保健福祉部 介護保険課】 

 

３．施設サービスの充実 

（１）ケアハウスなどの整備 

○自宅で生活することが困難な高齢者が、各種在宅サービスを利用して自立した生活を継続でき

るよう、生活支援ハウス（旧高齢者生活福祉センター）の整備を促進した。 

 ・生活支援ハウス        ２ヶ所 

【保健福祉部 介護保険課】 

 

４．老人医療費の助成 

○高齢者福祉の一環として、６５歳から６９歳までの高齢者のうち、低所得者の医療費個人負担

分の一部を助成した。 

・老人医療費助成件数  ９，８４１件 

・対象者数         ３７４人               【市民部 国保課】 

 

第４節 障害者福祉 

１．ノーマライゼーション（正しい障害者観）の定着 

（１）意識の啓発 

○帯広駅内公共スペースの「福祉のひろば」を活用し、障害者の作成した作品等の展示・即売会

や福祉機器の展示会を開催することにより、障害者の交流の機会を拡大するとともに、障害者へ

の理解を深めた。 

【保健福祉部 障害福祉課】 

 

（２）ノーマライゼーション推進地区の拡大 

○前年度に引き続き、大正地区、大空・帯広の森地区、東部地区、西帯広地区を指定した。各地

区においては、ノーマライゼーション理念の普及啓発をはじめ、ふれあい交流事業や研修事業等

各種事業が行われた。 

【保健福祉部 障害福祉課】 

 

２．社会参加の促進 

（１）社会参加の促進 

○心身障害児水泳教室 

・帯広の森市民プール ５月１３日～７月２９日 毎週木曜日 １２回開催 受講生 ４３人 

○社会学級（視覚、聴覚障害者を対象に実施） ６講座開催 延参加者数  ８９人 
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○ハンディキャップスキー講習会 

・メムロスキー場        １月１３日～１４日  受講者数   １９人 

○知的障害者スポーツ教室 

・地域交流ホーム            ２２回開催  延参加者数 ２２５人   

○リフト付福祉バス運行事業  

・福祉団体利用分            ４４件   

・デイサービス利用分       ３，５５５人 

○聴覚障害者共同利用ファックス設置     ６ヶ所   

○手話講習会               ３０回開催   延参加者数 ７３５人 

○要約筆記講習会             １０回開催  延参加者数 １０８人 

○点字講習会                ９回開催  延参加者数  ７５人 

○音訳・校正ボランティア養成講座     １０回開催  延参加者数 １３１人 

【保健福祉部 障害福祉課】 

 

３．福祉サービスの充実 

（１）予防・早期発見･早期療育体制の充実 

○幼児ことばの教室            通室児童数    ８１人  

○心身障害児通園事業           通園児童数   ３２７人 

○心身障害児早期療育事業         通室児童数    ３１人 

【保健福祉部 障害福祉課】 

 

（２）社会適応訓練などの充実 

○中途視覚障害者リハビリテーション事業  延利用者数    ５０人 

○在宅障害者各種創作活動等の教室（５教室）  ２００回開催 延参加者数 ２，４００人 

【保健福祉部 障害福祉課】 

 

（３）在宅サービスの充実 

○身体障害者送迎事業           実利用者数   ４４５人  

○心身障害者（児）通所施設等交通費助成  実利用者数   １８１人 

○重度身体障害者タクシー料金助成     実利用者数 １，６０４人 

○ホームヘルプサービス          実利用者数   １８８人 延６０，６２８時間 

○視覚障害者ガイドヘルプサービス     実利用者数    ２１人 延 ２，５７４時間 

○手話通訳者派遣             派遣件数    １４８件 

○要約筆記通訳者派遣           派遣件数     ７２件 

○在宅重度身体障害者緊急通報システム   設置数      ７０台 

○身体障害者入浴サービス         延利用者数   ３７６人 

○身体障害者短期入所               延利用者数     ５人 

○重度心身障害者理美容サービス      延利用者数   ２５４人 

○重度心身障害者クリーニングサービス   延利用者数    ６４人 

○補装具等の交付・修理                ２，７９１件 

○日常生活用具の給付                   １１２件 

○福祉車両(タクシー)更新等補助                １台 

【保健福祉部 障害福祉課】 
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（４）相談体制の充実 

○相談体制      総合相談員外７人  相談件数  ７，０３３件 

【保健福祉部 障害福祉課】 

 

（５）その他 

○身体障害者手帳交付状況         交付者数  ６，７７６人 

○療育手帳交付状況            交付者数  １，０６８人 

○特別障害者手当等支給          延受給者数 ２，８１９人 

○更生医療の給付                     ４１７件 

○身体障害者施設訓練等支援 

・入所                 延対象者数   ７９５人 

・通所                 延対象者数    ５８人 

○知的障害者施設訓練等支援 

・入所                 延対象者数 ２，９２８人 

・通所                 延対象者数 １，５６３人 

・通勤寮                延対象者数   ３８０人 

・グループホーム            延対象者数   ２６２人 

○重度心身障害者医療費特別給付      延受診者数７８，５７１人 

【保健福祉部 障害福祉課】 

 

第５節 児童福祉 

１．保育施設の整備 

（１）保育所の整備 

○南保育所ほか６保育所の改修を行った。 

○すずらん保育所移転改築事業    地耐力調査、実施設計 

○児童福祉施設数及び入所児童数の状況 

施設区分 施設数(ヶ所) 定員(人) 月平均入所児童数（人） 

常設保育所 

へき地保育所 

26 

7 

2,490 

375 

2,603 

181 

計 33 2,865 2,784 

【保健福祉部 児童家庭課】 

 

２．保育サービスの充実 

（１）低年齢児・障害児保育の充実 

○乳児保育  帯広保育所外２１所  月平均入所児童数  ９９人 

       森の子保育園の事業参入により１２人枠拡大を図った。 

○障害児保育 緑ヶ丘保育所外２５所 入所児童数     ９０人 

○病後児保育 森の子保育園     利用児童数      ６人 

【保健福祉部 児童家庭課】 
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（２）延長保育・休日保育などの充実 

○延長保育  帯広保育所外１６所  日平均利用児童数 １３０人 

       森の子保育園の事業参入により利用児童数の拡大を図った。 

○休日保育  すずらん保育所    日平均利用児童数   ５人 

【保健福祉部 児童家庭課】 

 

（３）共同保育所などへの支援 

○共同保育所 ゆりかご共同保育所外６所 

【保健福祉部 児童家庭課】 

 

３．総合的な子育て支援 

（１）子育て支援体制の充実 

○森の子保育園における市内4ヶ所目となる地域子育て支援施設の開設。 

○こでまり保育所における一時保育の実施       延利用者数  ２，４４０人 

○絵本との出会い事業  総合福祉センター等において、生後７ヶ月の乳幼児に絵本を配布。 

                          配布児童数    ７０２人 

○子育て支援短期利用事業の実施（十勝学園） 

               延利用日数 ４８日  実利用者数      ９人 

○第３子以降の保育料無料化             対象児童数     ３４人 

○児童手当                     受給対象児童数９，４１４件 

○児童扶養手当                   受給対象者数 ２，３４９件 

○特別児童扶養手当                 受給対象者数   ３２７件 

○助産施設入所措置援護 

    児童福祉法第22条による助産施設 

      帯広協会病院、帯広厚生病院       措置件数      １０件 

【保健福祉部 児童家庭課】 

 

（２）放課後児童対策の充実 

○児童保育センターにおける障害児受入枠を２人分拡大した。 

○施設数及び入所児童数 

施設区分 施設数(ヶ所) 定員(人) 月平均入所児童数(人) 

児童保育センター 22 1,155 1,027 

【保健福祉部 児童家庭課】 

 

４．母子・父子福祉の充実 

（１）相談体制の充実 

○母子家庭等に対する各種の相談活動を行った。 

 ・家庭児童相談室   相談員     ２人配置  相談件数     １３０件 

 ・母子相談      母子自立支援員 １人配置  相談件数     ５０４件 

 ・女性相談      相談員     １人配置  相談件数     ３４４件 

○母子家庭等日常生活支援 

 ・母子・父子家庭へ家庭生活支援員の派遣を行った。 

            家事支援 ３人  延日数 ３０日  延時間数 １２７時間 
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○自立支援教育訓練給付金 

 ・母子家庭の母に、就職用教育訓練講座受講費用の一部を助成した。 

   ホームヘルパー講座 １２人  介護福祉講座 １人  訪問看護員講座 ５人 

○ひとり親家庭等医療費給付事業 

・母子家庭に加え、平成１６年１０月から父子家庭に対する医療費の助成を開始するとともに、

医療費の１割自己負担を導入した。 

   給付件数  ６０，１１２件（内父子家庭 父 ４０件、子 ６０件） 

【保健福祉部 児童家庭課】 

 

第６節 アイヌの人たちの福祉 

１．アイヌ民族・文化への理解促進 

（１）民族・文化への理解促進 

○「国際先住民の日」(８月９日)にちなんだ記念事業としてアイヌ文化展を開催し、アイヌ民族・

文化への理解促進に努めた。 

・開催日時  ８月３日～５日 

・開催会場  帯広市役所１階市民ホール 

・内    容  民具・手工芸品・パネルの展示、アイヌ文化体験コーナー、啓発資料の配付 

【保健福祉部 社会課】 

 

２．生活・教育環境の整備 

（１）生活環境の整備 

○アイヌ生活相談員により、アイヌの人たちの生活、健康等についての指導・援助を行った。 

・相談件数   １２５件 

・相談内容  生活(３８件)、健康(７件)、教育(１１件)、その他(６９件) 

【保健福祉部 社会課】 

 

（２）交流活動の促進 

○アイヌの人たちの活動拠点である生活館の管理・運営を行い、地域交流の推進を図った。 

・生活館利用状況 

延利用件数 ８１８件  延利用者数  ８，０３８人 

主な利用内容 アイヌ語教室、アイヌ刺しゅう教室、帯広カムイトウウポポ保存会等 

【保健福祉部 社会課】 

 

第７節 社会保障 

１．国民健康保険の運営 

（１）被保険者の負担軽減 

○医療分保険料について、一世帯当りの限度額を法定限度額の５３万円とし、一般会計繰入によ

り保険料の引き上げを約１％に抑制した。 
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○減免制度について、６５歳以上の高齢者等優遇から、法定軽減世帯を対象とする低所得世帯を

中心に見直しを行った。 

 ・減免世帯数     １，９９３世帯 

 ・減免額      ４９，６１０千円 

【市民部 国保課】 

 

（２）保健事業の推進 

○市民を対象とした生活習慣病対策としての検診を受診する国民健康保険被保険者に対して検

診料の自己負担分全額を助成した。 

 

 

 

 

○国民健康保険被保険者を対象とした日帰り人間ドックを実施し、検診料の一部を助成した。 

・受診者数      １８３人 

・検診料の一部助成  １人当り ３６，７５０円の内３１，７５０円 

○国民健康保険被保険者を対象とした脳ドックを実施し、検診料の一部を助成した。 

 また、助成枠を１００人拡大した。 

・受診者数      ３８８人 

・検診料の一部助成  １人当り ２０，０００円の内１５，０００円 

○国民健康保険被保険者を対象とした歯科ドックを実施し、検診料の全額を助成した。 

・受診者数      ４４６人 

・検診料の助成    １人当り  ３，１５０円 

○健康器具による骨健康度チェック、足の裏健康チェックを行った。 

・健康まつりにおける受診者数   ５２３人（骨２５８人、足の裏２６５人） 

・国保パネル展における受診者数  ５２８人（骨２５４人、足の裏２７４人） 

【市民部 国保課】 

 

２．介護保険制度の運営 

（１）介護保険制度の運営 

○被保険者数（３月末現在） 

世 帯 数 被 保 険 者 数 

 

 

総世帯数 

 

(世帯) 

 

第1号被

保険者世

帯数 

(世帯) 

第1号被保

険者世帯数

対前年比 

総世帯数

に占める

第1号被保

険世帯数

の割合 

 

 

総人口 

 

(人) 

 

第1号被

保険者数 

 

(人) 

第1号被

保険者数

対前年比 

総人口に占

める第1号被

保険者数の

割合 

77,247 22,438 103.4％ 29.0％ 170,907 31,360 103.7% 18.3% 

○要介護認定状況（３月末現在）                 

区 分 要支援 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計 

第1号被保険者（人） 705 2,000 717 561 564 600 5,147 

第2号被保険者（人） 7 83 42 27 14 26 199 

総 数 712 2,083 759 588 578 626 5,346 

 

 

胃 が ん
検 診

肺 が ん
検 診

大腸がん
検 診

子宮がん
検 診

乳 が ん
検 診

基本健康
診 査

肝 炎
検 査

骨粗しょ
う症検診

前 立 腺
がん検診

計

集団(人) 2,1782,5892,212 685 417 2,625 433 － 72911,868
施設(人) － － － 808 618 1,341 51 184 6 3,008
合　 計 2,1782,5892,2121,4931,0353,966 484 184 73514,876
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○サービスの利用状況（延人数）             

施 設 介 護 サ ー ビ ス 

区 分 
居宅介護 

サービス 介護老人  

福祉施設 

介護老人  

保健施設 

介護療養型

医療施設 
小 計 

合 計 

第1号被保険者（人） 33,924 4,295 3,894 3,063 11,252 45,176 

第2号被保険者（人） 1,176 28 86 125 239 1,415 

総 数 35,100 4,323 3,980 3,188 11,491 46,591 

○介護保険料軽減の状況（帯広市独自軽減分） 

人数 軽減額 軽減前の額 軽減後の額 軽減率 

954人 11,109,910円 28,816,430円 17,706,520円 38.55% 

○世帯一人当りの収入が、老齢福祉年金相当額以下 

所得段階 基        準 人数 保険料 軽減額 軽減後の額 

第１段階 

生活保護受給者を除く老齢福祉年金受

給者のうち、世帯一人当りの収入が老

齢福祉年金相当額以下の場合 

21人 20,760円 10,380円 10,380円 

第２段階 141人 31,140円 20,760円 10,380円 

第３段階 

世帯一人当りの収入が老齢福祉年金相

当額以下の場合 5人 41,520円 31,140円 10,380円 

○生活保護基準なみの世帯 

所得段階 基        準 人数 保険料 軽減額 軽減後の額 

第２段階 783人 31,140円 10,380円 20,760円 

第３段階 

単身世帯で前年収入１３０万円以下

の場合。ただし、世帯員が一人増える

ごとに６０万円を加算する。 4人 41,520円 20,760円 20,760円 

【保健福祉部 介護保険課】 

 

３.生活の援護 

（１）自立の支援 

保 護 区 分 人員又は世帯数 保護区分 人員又は世帯数

生 活 扶 助 延 37,930人生業扶助 12人

住 宅 扶 助 延 35,208人葬祭扶助 23人

教 育 扶 助 延  3,629人冬季薪炭費 延  8,707人

介 護 扶 助 延  4,335人施設事務費 延    427人

医 療 扶 助 延 32,556人

月平均世帯数 2,364世帯

月平均人員 3,315人

月平均支出額 474,159千円  

【保健福祉部 保護課】 

 

第８節 墓園 

１．墓園の整備 

（１）墓園の整備 

○中島霊園整備事業 

・造 成   ６㎡  １５０区画 
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・貸 付   ４㎡   ８０区画 

       ６㎡   ３９区画 

       ８㎡   ２４区画 

      １２㎡    ４区画  

      １６㎡    ３区画  合計 １５０区画 

【市民部 市民課】 

 

第９節 防災・消防 

１．防災意識づくり 

（１）防災意識づくり 

○防災グッズ展 

災害時に備えた非常持出品、家庭での備蓄品を展示して防災意識の啓発を図った。 

・実施日時  １月１７日～１９日 

・実施場所  庁舎市民ホール 

【総務部 庶務課】 

 

２．防災体制の充実 

（１）災害時の体制強化 

○地域防災訓練 

 防災関係機関及び地域住民が参加し、初期消火、避難訓練等の住民体験型の訓練を行い災害

時の体制強化を図った。 

・実施日時  ９月５日 

・実施場所  光南小学校                     【総務部 庶務課】 

 

（２）自主防災組織づくり 

○住民の防災意識普及と災害時の相互協力体制を構築するために、自主防災組織の育成を図った。 

・自主防災組織 １組織（啓北連合町内会） 

【総務部 庶務課】 

 

３．救急救命体制の充実 

（１）救急救命体制の充実 

○救急救命士資格者の養成        １人 

○救急隊員（標準課程）の養成      ６人           【消防本部 警防課】 

 

（２）応急知識の普及 

○応急手当てに関する講習会の実施   

区 分 回数(回) 受 講 者 数 (人 )

応急手当指導員講習 1 8

普通救命講習 9 213

一般救急講習 81 2,852

合　　　計 91 3,073 
【消防本部 警防課】 
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４．消防体制の充実 

（１）消防体制の充実 

○防火衣の更新             ５４着 

【消防本部 総務課】 

○消火栓整備事業       新設    ３基 

               更新    ３基 

○防火水槽整備事業      新設    １基 

【消防本部 警防課】 

 

５．防火安全対策の推進 

（１）自主防火の促進 

○自主防火の取組状況 

 

 

 

 

 

 

【消防本部 予防課】 

 

（２）防火意識の普及 

○高齢者や障害者など災害弱者に対する訪問指導    ８５９世帯 

○市民防災フェスティバル      参加者数  １，５００人 

【消防本部 予防課】 

 

（３）防火クラブの育成 

○幼年消防クラブ結成                  ４クラブ 

【消防本部 予防課】 

 

第１０節 交通安全 

１．交通安全思想の普及徹底 

（１）交通安全教育の推進 

○高齢者・子どもなど交通弱者を重点に各種交通安全教室並びに研修会を開催し、交通ルールの

遵守と交通マナーの向上に努めた。  

 

 

 

 

 

 

 

区  分 件数(件) 参加者数(人) 区  分 件数(件) 参加者数(人) 

幼稚園・保育所  51   4,333  特 殊 学 校  9   407  

小 学 校  91   14,352  各種イベント  9   1,499  

町 内 会  2   121  学童保育センター  39   2,103 

老 人 会  18    545  そ の 他  4   596 
 

合  計    223 件  23,956 人      

区 分 実施回数(回)参加者数(人)

避難訓練 534 48,692

消火訓練 406 25,844

防火映画会 55 5,018

講話・講習会 182 26,238

合　　　計 1,177 105,792
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○死亡事故の割合が増えている高齢者を対象にしたドライビング体験会や老人クラブ交通安全

推進委員研修会等の実施により、高齢者の交通安全意識の高揚に努めた。 

○市街地の小学校校下に配置している交通指導員の活用により、児童の安全指導と交通事故抑止

に努めた。 

【市民部 交通安全課】 

 

（２）交通安全運動の推進 

○交通安全思想の普及と安全意識の向上を目指し、帯広市と帯広市交通安全推進委員連絡協議会

及び警察等、関係機関・団体が相互に連携を図り、４期４０日（春・夏・秋・冬、各期１０日）

の交通安全運動期間を中心として地域ぐるみの交通安全運動を推進した。 

【市民部 交通安全課】 

 

２．交通安全環境の整備   

（１）交通安全施設の整備 

○歩道新設 

路線名 施工箇所 延長（m） 幅員（m） 

柏林台・１号線 

柏林台・２号線 

柏林台・６号線 

旧広尾道路甲線 

川西・稲田西２線線 

柏林台中町１、５丁目 

柏林台中町５丁目、西町５丁目 

柏林台東町３丁目 

愛国２号～５号 

稲田町西２線～川西町西２線 

258.41 

106.63 

80.25 

1,949.60 

調査 

10.25～14.00 

11.00～14.00 

9.00 

1.50 

【建設部 土木課】 

○区画線設置      １１４，９００ｍ 

○視線誘導標識設置       １２６基 

○道路照明灯設置          ８基 

【建設部 道路維持課】 

第１１節 防犯 

１．街路灯の充実 

（１）街路灯の充実 

○町内会が実施する街路灯新設に対し助成を行うとともに電気料に対する補助を行った。 

・街路灯新設助成        ８５灯 

【企画部 住民活動課】 

 

第１２節 消費生活 

１．消費者の保護 

（１）消費者の保護 

○自立した消費者の育成や被害の未然防止を図るため、講演会、消費生活展の開催、予防教育等

を行った。 

・消費者講座の開催        ５回   受講者数   ３７６人 

・消費者講演会の開催       ２回   受講者数   １８２人 

・地域消費者講座の開催     １０回   受講者数   ４３０人 
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・消費生活展の開催             入場者数 ２，８２４人 

・消費者ニュース「みんなの暮らし」の発行  年４回  ４，８００部／年 

・消費者被害予防教育の実施（高校3年生及び各種学校生）   ８校 ２１回 １,９０１人 

・十勝消費者大会への参加                  ３８人 

・消費者被害予防の啓発（広報おびひろに掲載）         ７回 

【商工観光部 労働消費課】 

 

（２）消費情報の提供 

○消費生活モニターや北のくらし情報システム等により、消費者に的確な情報を提供した。 

・消費生活情報地域ネットワークシステムの運用 

・消費生活モニターの配置              １２人 

・消費生活モニターの研修会           年２回実施 

・生活必需品の小売価格調査    ３３品目 毎月１０日調査 

                  ３品目   年２回調査 

・年末年始の物価対策      生鮮食品の安定供給と価格抑制を市場関係者に要請 

                正月用食品の小売価格調査 ９品目   ２回調査 

                原産地表示調査            ２回調査 

【商工観光部 労働消費課】 

 

（３）消費生活アドバイスセンターの充実 

○消費生活に関する相談業務が複雑・高度化していることから、専門相談員を適正配置すること

により、迅速かつ的確な対応を図った。 

 ・消費者からの相談                ４，４２４件 

 ・くらしの展示室の運営         利用者数  ９，６６０人 

 ・テレホンサービスの実施             １，４３９件 

【商工観光部 労働消費課】 

 

２．公正取引の促進 

（１）計量の適正化 

○民間計量士による代検査を推進し、行政は立入検査に力点をおいた計量指導体制づくりを進め

た。 

・定期検査の実施  受検戸数 ２５７戸 検査個数   ７３２個 

・立入検査の実施  商品量目  ２８戸      ３，６５８個 

【商工観光部 労働消費課】 

 

（２）適正な事業活動の促進 

○事業者に対する消費者保護関係法令等の的確な情報の提供を行うとともに、消費者ニーズの意

見が反映されるよう啓発活動を行った。 

・（社）帯広消費者協会の育成・支援 

・消費者保護審議会、苦情処理部会の開催 

・消費生活用製品安全法による立入検査 調査店舗数    １４店舗 違法件数  ０件 

・家庭用品品質表示法による立入検査  総検査件数  １４５件   不適正   ０件 

【商工観光部 労働消費課】 
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第１節 産業間連携 

１．十勝型産業クラスターの形成 

（１）産業クラスターの形成 

○帯広市の地域特性を踏まえ、地域のあらゆる人材・技術力・資源を有機的に結びつけ「モノづ

くり」を基本とした地域産業の振興が重要であることから、「帯広産業クラスター研究会」の研

究開発事業を支援するとともに、その事業化・商品化への熟度が高いものに対して推進モデル事

業として支援した。 

 また、地場の産業における競争力、技術力のレベルアップのため、中小企業等が行う新製品・

新技術等の研究開発やデザイン開発などの取組を支援した。 

・クラスター研究会研究開発テーマ    ３件 

・クラスター研究開発推進モデル事業   ２件 

・地場産業振興補助金          ４件 

【商工観光部 工業課】 

 

２．広域的な産業振興のしくみ 

（１）広域的な産業振興のしくみ 

○十勝圏の基幹産業である農業を核としながら、地域産業の総合的な振興と活力ある地域社会の

形成に資するとともに、産学官の連携と産業間や異業種の交流を促進し、広域的なネットワーク

化を進めるため、（財）十勝圏振興機構への支援を行った。 

【商工観光部 工業課】 

 

 

第２節 農林業 

１．生産基盤の整備 

（１）生産基盤の整備 

○国営土地改良事業 

区  分 地 区 名 本年度施工事業量 進捗率 計 画 期 間 

札内川第一 用水路 56,360ｍ 87.07％ 平成２年～平成18年 

用水路 19,460ｍ 
総合かんが

い排水事業 札内川第二 
ﾌｧｰﾑﾎﾟﾝﾄﾞ １ヶ所 

44.46％ 平成８年～平成23年 

○道営担い手育成畑地帯総合整備事業 

地 区 名 本年度施工事業量 進捗率 計 画 期 間 

農道整備(改良) 790ｍ 

農道整備(舗装) 245ｍ 帯広東 

明渠排水  879ｍ 

95.92％ 平成２年～平成18年 

農道整備（改良） 572ｍ 

農道整備（舗装） 536ｍ 

明渠排水 7,490ｍ 

土層改良 109ha 

帯広中央 

暗渠排水 27ha 

89.11％ 平成３年～平成18年 
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農道整備(改良) 814ｍ 

農道整備(舗装) 2,155ｍ 帯広西 

明渠排水  2,688ｍ 

87.94％ 平成４年～平成18年 

農道整備(舗装) 1,317ｍ 
帯広北 

明渠排水  1,563ｍ 
99.41％ 平成５年～平成16年 

○道営担い手支援（営農用水）畑地帯総合整備事業 

地 区 名 本年度施工事業量 進捗率 計 画 期 間 

配水池 ２池 

配水管 7,306ｍ 大 正 

送水管 3,782ｍ 

54.09％ 平成14年～平成18年 

○ふるさと農道整備事業 

路線名 施工箇所 延長(ｍ) 幅員(ｍ) 

桜木１４号 桜木町東２～３線 544 6.0 

【農務部 農村整備課】 

 

（２）農地の集団化、流動化の促進 

○交換分合事業 

・上清川地区（最終年次）４００ｈａ 土地調査、計画案作成、事業認可、登記 

・上帯広地区（１年次目）３００ｈａ 地区調査 

【農業委員会事務局 農地課】 

 

（３）八千代公共育成牧場の整備 

○牧場の機能強化を図るため、草地の整備改良等を実施した。 

・草地改良整備    ２１．８ｈａ 道路改良 １９０ｍ 

【農務部 営農課】 

 

（４）農業支援のしくみづくり 

○自給飼料の安定生産、作業の効率化を図るために、不耕起栽培作業機械導入補助を行った。 

   ・プラソイラー、パワーハロー、チゼルディスク 各１台 

【農務部 営農課】 

 

（５）経営の安定 

○農林業育成資金貸付金の充実 

・地域農業後継者の確保育成、農業振興・地域活性化及び安全で安心な農畜産物の生産振興を

推進するため資金の貸付を行った。 

貸付実績       １０件  総額１１１,１８０千円 

（内安全・安心関連資金 １件     ４０,０００千円） 

【農務部 営農課】 
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２．良質な食糧生産の推進 

（１）農業技術支援体制の充実 

○生産技術の向上を図るため新技術に関するグループ研究に対して一部助成を行い、その成果を

地域農業者に普及させた。    

・研究グループ数     ６件（新技術部門５件、グループ活動部門１件） 

【農務部 営農課】 

 

（２）生産支援対策の推進 

○川西地区において、農産物の高生産安定生産を目指し、より一層の地力増進と施設の整備、農 

業用機械の導入とともに、小麦、馬鈴薯等の技術講習会を開催した。 

・石礫除去          ２５．９９ｈａ 

・豆用コンバイン           ７台  

・長いも洗浄選別施設の整備拡充 

・小袋豆製造ラインの増設 

○大正地区において、馬鈴薯病害虫の蔓延を防ぎ、終了低下を防止するための施設整備を実施す

るとともに、小麦、馬鈴薯の技術講習会を開催した。 

 ・病害虫防除施設の新設 

【農務部 農林課】 

○国際環境の変化に対応した新たな輪作体系の検討を図るため、デントコーン、てん菜、春ライ

小麦等のエネルギー作物の栽培等に関する現地実証試験を行った。 

・現地試験ほ ２２．２ｈａ 農業技術センター試験ほ ０．３ｈａ  

【農務部 営農課】 

 

（３）食の安全・安心対策 

○「食」の安全・安心推進プランの推進 

  ・長いものトレーサビリティ導入補助を実施 

  ・農畜産物安全・安心推進センター活動を実施 

  ・農薬事故マニュアルなど生産者へのサポート及び啓蒙活動を実施 

  ・ジャガイモシストセンチュウ防疫対策への補助を実施 

  ・良質な生乳生産に資する畜舎清掃運動への支援を実施 

  ・「食」の講習会を開催 

  ・学校給食への地場産小麦導入に向けた取組を実施 

  ・消費者による生産現場の訪問バスツアーを実施 

  ・地場産農産物を利用した料理のメニュー化を推進 

【農務部 農林課・営農課】 

 

３．個性的な農業の推進 

（１）後継者の育成 

○就農後間もない農家後継者向けの十勝ふるさと農学校「元気塾３期」を開催し、農業経営、農

業技術に関する研修を行った。 

・元気塾生     ２０人 

【農務部 営農課】 
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４．環境と調和した農業の推進 

（１）資源循環型農業の推進 

○土づくりの推進とともに、環境に配慮した農業を目指すエコファーマーの認定や有機・減農薬

栽培の促進を図った。また、緑肥導入に対する補助を継続実施した。 

・国事業実証ほ補助 

休閑緑肥   ７８．０ｈａ                   【農務部 営農課】 

 

（２）農業廃棄物の適正処理 

○環境と調和した農業を推進するために、農業廃プラスチックの適正処理を促進するとともに、

排出量を抑制するための生分解性資材の普及を図った。また、長いもネットと茎葉の堆肥化につ

いて試験・普及を行った。 

・生分解性長いもネットの資材購入助成           ３２ｈａ 

・生分解性マルチの普及助成               ６．９ｈａ 

・農薬空容器回収専用袋の配布         全戸（８，２５０枚） 

・作物残さの利活用研究（帯広畜産大学との共同研究）  

・長いもネット堆肥化安全性試験            

【農務部 営農課】 

 

５．個性的な農村づくり 

（１）生活環境の整備 

○農村下水道整備事業 

区  分 地 区 名 本年度施工事業量 進捗率 計 画 期 間 

川  西 浄化槽設置 18戸 個別排水  

処理事業 大  正 浄化槽設置 12戸 
50.60％ 平成11年～平成22年 

○農村公園整備事業 

地 区 名 本年度施工事業量 進捗率 計 画 期 間 

広  野 農村公園整備 植栽、トイレ実施設計 23.96％ 平成15年～平成17年 

【農務部 農村整備課】 

 

６．文化を育む農村づくり 

（１）農業の持つ教育機能の活用促進 

○農村地域の歴史的資源や田園景観の拠点施設を整備するとともに、古い農機具の展示保管施設

の整備等を実施した。 

 （道営田園空間整備事業） 

・（仮称）とかち大平原交流センター    センター棟新設工事 

（単独事業） 

・農機具展示保管施設           新設工事 

【農務部 農林課】 
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７．林業の振興 

（１）多様な森林づくり 

○市有林の現況 

 

 

 

 

○市有林造成事業 

 

 

 

 

 

 

○市有林収穫事業 

皆伐売払 498㎥ 

素材売払 2,674㎥ 

計 3,172㎥ 

○林道事業 

・普通林道北岩内線開設工事     延長２６０ｍ 幅員４．０ｍ 

【農務部 農林課】 

 

（２）民有林の振興 

○林業振興対策事業 

 

 

○森林作業員長期就労促進事業     就労長期化促進  ３１人 

【農務部 農林課】 

 

（３）有害鳥獣の駆除 

○森林保護事業（野そ駆除剤地上手播） 手播面積  ２３．４５ｈａ 

【農務部 農林課】 

 

第３節 工業 

１．技術開発力の向上 

（１）産業支援機能の整備 

○地域の資源や技術、人材などを有機的に結びつけながら、産業間・産学官の連携を強化し、地

場産業の高度化・複合化による内発的な産業振興を促進した。また、技術開発・製品開発をはじ

め起業化や新分野への進出など、企業の創造的な事業活動を総合的に支援する拠点施設「（仮称）

地場産業支援センター」の建設に向けた取組を進めた。 

【商工観光部 工業課】 

 

 区  分工　　種 樹      種対象面積(ha)植栽本数(本)
カラマツ 4.12 10,300
計 4.12 10,300

下    刈人工林植栽他 25.60
除    伐 カラマツ 3.88
地    拵人工林伐採跡他 8.47
間    伐 カラマツ等 106.16

計 144.11

保育事業

植    栽新植事業

事業内容 対象面積
間　伐 6.22 ha

事       業       名
帯広市間伐奨励事業

  区   分 面 積(ha) 蓄積(m
3
)

 天 然 林 935.26114,839
 人 工 林 1,531.44304,641
 そ の 他 27.18
 合     計2,493.88419,480



                          第２章 産業複合都市 

（２）技術開発の支援 

○帯広市産業技術センターに技術コーディネーターを１人配置し、地元企業からの技術相談等に

対して指導助言を行うとともに、大学や公設研究機関と連携し新製品・新技術開発に向けた技術

力向上に努めた。 

・技術相談者の状況 

 

 

【商工観光部 工業課】 

 

（３）技術情報の提供 

○地元企業の技術力向上のため、大学や試験研究機関の先進的な研究成果や技術情報並びに産業

財産権などの情報提供に努めた。  

・各研究機関刊行物の収集         ３３７冊 

・産業財産権に関する相談・検索・講習会等  ８７件  

【商工観光部 工業課】 

 

（４）研究開発型企業などの育成 

○地場企業のものづくり能力や研究開発力の向上のため、光学実験計測装置や画像入力解析装置

などを活用した新製品の試作開発に向けて研修会、講習会等を開催した。 

【商工観光部 工業課】 

 

２．経営基盤の強化 

（１） 経営の効率化 

○帯広市産業技術センターに経営専門アドバイザーを１人配置し、地場企業の経営面（生産・工

程・財務管理等）の課題について指導助言を行い、企業経営体質の改善・強化に努めた。 

・経営相談等の状況 

 

 

【商工観光部 工業課】 

 

３．人材の育成・誘致 

（１）人材の育成 

○帯広市商工観光振興基金（平成１６年度に商工業振興教育基金と観光事業振興基金を統合）を

活用し、市内の商工業等従事者の資質向上を図るため各種研修事業等への活動を支援した。 

・国内個人派遣研修事業     ８人 

【商工観光部 商業課】 

 

（２）異業種交流の促進 

○新たな事業や雇用を創出する上で、域内の限られた人材や技術などの産業資源のみでは不十分

なことから、より広域的なネットワークを構築するため、産学官連携や異業種交流活動への参加

を奨励する等の支援を行った。 

【商工観光部 工業課】 

 

企業訪問 相談 専門家紹介 会合出席 他の活動

実績（件） １０ １５ ９ １０ 延　２９

企業訪問 相談 会合出席 他の活動
実績（件） ２ １５ ５ 延　　９
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（３）人材の確保・誘致 

○北海道工業試験場の研究員を帯広市産業技術センターにて長期に受入れ、地場企業への技術指

導や研究成果等を仰ぐことで、新製品の開発や新技術の導入を促進した。 

・受入日数         １２６日 

【商工観光部 工業課】 

 

４．産業立地の促進 

（１）産業立地環境の整備 

○企業立地の受け皿として、産業系用地の安定的な確保と利用促進を図るため、（財）帯広市産

業開発公社により帯広市西２０条北工業団地の販売を促進した。 

・販売実績 

区　　　分 １２年度　～　１５年度 １６年度 計

販　　　売
（賃貸含む）

１０区画
１４，６８１．７２㎡

８区画（２区画）
１６，３１０．１５㎡（４，１１６．５７㎡）

１８区画（２区画）
３０，９９１．８７㎡（４，１１６．５７㎡）  

※（）内は、賃貸区画数及び面積で内数。 

【商工観光部 工業課】 

 

（２）企業立地の促進 

○本市における企業の立地を促進するため、帯広市内に工場等を新増設した企業に対し助成を行

い、産業振興を図った。 

 また、帯広市西２０条北工業団地の企業立地を促進するため、当該工業団地への入居企業に助

成した。 

・帯広市企業立地補助金           １件 

・帯広市工業団地立地奨励金         ６件 

【商工観光部 工業課】 

 

第４節 商業・サービス業 

１．商店街の整備 

（１）個性ある商店街の形成 

○個性的で魅力ある商店街の形成を図るため、商店街が自ら行う活性化事業に対して支援を行っ

た。 

・商店街活性化事業に対する助成      １６商店街 

・おびひろイルミネーションプロジェクトに対する助成 

【商工観光部 商業課】 

 

（２）商店街の環境整備 

○快適な商業環境を創出するため、ロードヒーティングの維持費に対して助成を行った。 

・商店街ロードヒーティング等維持費の助成  ７商店街 

【商工観光部 商業課】 
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２．経営基盤の強化 

（１）融資制度の充実 

○事業規模・雇用の拡大や経営効率の向上を支援するため、パワーアップ資金を提供し、事業資

金調達の円滑化を図った。 

○事業計画の改善や資金繰りの安定化を目的に運転資金として、セーフティネット資金を提供し、

経営の維持・安定を図った。 

○小企業資金・セーフティネット資金に関わる保証料補給制度を継続し、資金調達円滑化の促

進・支援を図った。 

○北海道の創業貸付における保証料について保証料補給制度を継続し、創業者に対する支援強化

を図った。 

○制度融資の利用を促進するため、リーフレット等を配布するとともに取扱金融機関、信用保証

協会等関係機関と連携を深め、中小企業者からの融資・経営相談に対応する相談窓口の充実強化

を図った。 

○融資利用状況 

件数 金額 前年比 件数 金額 前年比
（千円） （件） （千円） （件） （千円）

小 企 業 資 金1,159,4463251,380,590147.5%1,0782,665,457111.8%
設 備 資 金1,116,44445 649,34068.3%3502,510,49597.4%
運 転 資 金 508,900103708,430111.4%197 990,195115.3%
特 別 設 備 資 金 207,2422 60,00070.6%19 281,546106.9%
大 型 店 対 策 資 金 50,2241 20,000皆増 13 81,33792.7%
組 織 強 化 資 金 38,5581 1,500皆増 10 38,60975.5%
セ ー フ テ ィ ネ ッ ト 資 金1,356,961941,086,40479.8%2152,065,466146.1%
工 業 団 地 取 得 ・ 設 備 資 金 572,7866 105,30032.7%541,062,679104.2%
新 規 開 業 支 援 資 金 21,8021 5,50030.6%12 42,32488.4%
制 度 廃 止 ・ 取 扱 し て い な い 資 金 217,637 32 291,35081.8%
合 計5,250,0005784,017,06491.3%1,98010,029,458110.7%

資  金  名
預託金額

新規貸付 年度末残高

 

【商工観光部 商業課】 

 

（２）商業団体の育成 

○商店街の組織化及び商業団体の機能充実を促進するため、商店街振興組合連合会に対し、支援

を行った。 

○商工会議所青年部連合会第２４回全国大会北海道・帯広大会の開催に合わせ帯広商工会議所が

行った「産業交流事業」に対して助成した。 

【商工観光部 商業課】 

 

３．中心市街地の活性化 

（１）中心市街地の活性化 

○中心市街地活性化や商業振興に対する取組の基礎資料とするため、帯広商工会議所が実施主体

となって中心部４１地点で行った「歩行者通行量調査」に対して助成した。 

【商工観光部 商業課】 
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第５節 中心市街地 

１．都心機能の強化 

（１）十勝・帯広の顔づくり 

○帯広市駅北多目的広場のイベント事業等への貸付を行った。 

・利用件数     １８件 

○えきまえ四季うるおい空間創出事業の実施 

・駅北交通広場等に立体花壇を設置し、帯広の玄関であるＪＲ帯広駅周辺に潤いのある空間を

創出した。 

  立体花壇設置   ４ヶ所 

【商工観光部 都心振興課】 

 

（２）中心市街地の魅力づくり 

○中小小売商業高度化事業構想（ＴＭＯ構想）の実現に向け支援を行った。 

・ＴＭＯ機関に対する推進事業費の補助 

・「北の屋台」のソフト事業に対する補助 

【商工観光部 都心振興課】 

 

○「菓子大国とかちフェスティバル」の開催 

 十勝の和洋菓子店が菓子等を実演・販売することにより、地元での消費拡大を促進するほか、

大規模な集客イベントとして展開することにより中心部の魅力向上を図るため、「菓子大国と

かちフェスティバル」を開催した。 

・開 催 月 日   １０月２８日～１１月３日（７日間） 

・延入場者数   約７０，０００人 

・出 店 数   ２４店 

【商工観光部 商業課】 

 

（３）国の合同庁舎構想の促進 

○国の合同庁舎構想の促進に係る資料・情報の収集を行うとともに、関係機関との協議を進めた。 

【企画部 企画課】 

 

第６節 観光・物産 

１．観光拠点の整備 

（１）十勝エコロジーパーク計画の推進 

○十勝エコロジーパーク計画の促進並びに、国の千代田新水路事業及び周辺地域の河川環境整備、

道立広域公園の整備促進に向けた要請を行った。 

【商工観光部 観光課】 

 

（２）愛国駅・幸福駅・大正駅周辺の整備 

○道営田園空間整備事業を導入し、愛国ふれあい広場の整備を行った。 

 駐車場舗装 ９７７㎡、ベンチ ３基、四阿 １基、照明灯 ８基、植樹 １１本 

【商工観光部 観光課】 
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（３）拠点施設の整備 

○観光案内板の整備     ２基                【商工観光部 観光課】 

 

２．参加体験型観光の振興 

（１）参加・体験型観光の振興 

○帯広・十勝の観光資源を活かし、体験型観光を振興するため、関係機関・団体とともに取組を

進めたほか、ポロシリ自然公園及び周辺において、自然いきいき体験事業を行った。 

・自然いきいき体験事業  乗馬、川遊び、木工加工等  ２１回 

【商工観光部 観光課】 

 

３．観光イベント・コンベンションの充実 

（１）イベントの充実  

行  事  名 開 催 時 期 開 催 場 所 

第３２回十勝川イカダ下り  ７月２５日 十勝川河畔 

グリーンフロンティアフェスティバル  ７月２５日 緑ヶ丘公園 

Ｇビールストリート・にぎわいとかちフェア  ８月 ９日～１６日 広小路 

第５０回おびひろ七夕まつり  ８月 ５日～ ８日 広小路 

第５７回帯広平原まつり  ８月１４日～１６日 市内中心部 

第４６回おびひろ盆おどり  ８月１５日～１６日 市内中心部 

第４９回岩内仙峡もみじまつり １０月１０日 岩内仙峡 

第３５回帯広菊まつり １０月２９日～１１月 ３日 中央公園 

第４２回帯広氷まつり  １月２８日～３０日 緑ヶ丘公園 

おびひろ夢あかりアートの街 １１月２０日～ ２月１４日 中央公園ほか 

○世界ラリー選手権（ＷＲＣ）の開催支援 

 ・開催時期  ９月２日～５日（９月２日はセレモニアルスタート） 

 ・開催場所  北愛国交流広場、幕別町、足寄町、陸別町、新得町 

 ・参加者   １８ヶ国１８０人、９０台、競技関係者（メディア含む）３，０００人 

 ・観戦客数  ２１１，５００人 

【商工観光部 観光課】 

 

（２）コンベンションの誘致 

○各種会議や大会などコンベンションの誘致を（社）帯広観光コンベンション協会で行った。 

【商工観光部 観光課】 

 

４．観光宣伝・受入環境の整備 

（１）宣伝活動の推進 

○とかち観光物産センターや帯広駅・とかち帯広空港の観光案内所において、各種観光・物産情

報の提供と情報収集を行い、観光客誘致や観光宣伝の促進を図った。 

【商工観光部 観光課】 

 

（２）観光客の誘致 

○たびさき案内人事業、幸福駅ハッピーセレモニー事業及びとかち帯広空港利用促進協議会にお

いて、帯広・十勝エリアツアー造成促進事業を行った。 

・帯広・十勝エリアツアー造成促進事業  １５社 １７企画 参加者数 １,８０８人 
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○（社）帯広観光コンベンション協会、十勝観光連盟、（社）帯広物産協会等と協力し、誘致・

宣伝事業を行った。 

【商工観光部 観光課】 

 

５．地域資源を生かした観光・物産振興 

（１）物産の振興 

○「北海道の物産と観光展」（３３会場）に参加 

○姉妹都市である徳島市・大分市での物産展に参加 

【商工観光部 観光課】 

 

６．広域観光の推進 

（１）広域観光の推進 

○大雪・東北海道など周辺地域と連携し、広域観光の振興を図った。 

【商工観光部 観光課】 

 

（２）姉妹都市との交流 

○大分市・徳島市子供親善訪問団の派遣・受入 

・大分市  派遣２０人  受入２０人 

・徳島市  派遣２０人  受入２０人 

【商工観光部 観光課】 

 

第７節 労 働 

１．職業能力開発の促進 

（１）職業訓練の充実 

○平成１６年度訓練状況           

・普通課程    ３科 計   ９人 

・短期課程    ７科 計  ９１人 

・その他研修等     計  ４６人 

         合  計 １４６人 

○技能者の養成と技術向上を図る職業訓練の充実・強化のため、訓練事業費に補助を行った。 

【商工観光部 労働消費課】 

 

２．人材の確保 

（１）人材の確保 

○Ｕ・Ｉターン促進事業（平成１７年３月末現在） 

・求人登録件数   １２社  ４５人 

・求職登録件数        ３９人 

・就職決定者数（累計）    ３８人 

【商工観光部 労働消費課】 
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３．雇用の拡大・確保 

（１）雇用の拡大・確保 

○帯広公共職業安定所、自治体、経済団体、労働団体など関係機関と連携し、雇用失業情勢の情

報交換や雇用対策について協議を行った。 

○国の交付金による緊急地域雇用創出特別対策事業を実施した。 

 １５事業  延雇用人数  ８，１３０人 

○帯広市独自雇用対策事業を実施した。 

       延雇用人数 １２，０８５人 

・高校生職場体験学習等支援事業 

 インターンシップを円滑に推進するために、専任の担当者を配置し、事業の円滑な推進と

新規高卒者の地元就職の促進を図った。 

・雇用創出緊急奨励金    ５社 ５人 

・地域人材の確保・育成支援事業 

 企業の中心的役割を担う人材やスキルある人材を広く募り、研修、カウンセリング等教育

訓練後、企業側に情報提供し、再就職の促進を図った。 

  応募 ８２人、登録 ５３人、採用内定 ２１社・２２人 

【商工観光部 労働消費課】 

 

（２）季節労働者の雇用 

○季節労働者緊急雇用対策として３事業を継続するとともに、新規４事業を実施し、雇用機会の

確保を図った。 

延就労者数（人）
児 童 公 園 砂 場 入 替 等 業 務 176
歩道交差点の人力削り除雪業務 382
公 営 住 宅 環 境 等 整 備 業 務 36
保 安 林 風 倒 木 整 理 事 業 477
新 緑 通 街 路 樹 整 備 事 業 49
緑 地 帯 樹 木 整 備 事 業 268
中 央 公 園 改 修 事 業 97
合 計 1,485  

【商工観光部 労働消費課】 

 

（３）障害者の雇用機会の拡大 

○障害者等を雇用した事業主に対する助成金制度を継続し、雇用機会拡大を図った。 

【商工観光部 労働消費課】 

 

（４）高齢者の就業支援 

○シルバー人材センター（臨時的・短期的就業機会の提供） 

・登録会員数    ８５７人（平成１７年３月末現在） 

・受注件数   ６，３５１件 

○帯広市高年齢者職業相談室（エスタ帯広東館２階） 

・紹介件数     ６３３件（平成１６年度実績） 

・就職件数     １６６件 

【商工観光部 労働消費課】 
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４． 勤労者福祉の充実 

（１） 労働環境の整備 

○労働相談 

・相談件数      ４２件 

○労働調査 

・帯広市事業所雇用実態調査の実施 

・帯広市季節労働者雇用実態調査の実施 

○労働安全 

・労働安全ビデオの貸出    貸出件数  ９件 ５０巻 

【商工観光部 労働消費課】 

 

（２）勤労者福祉の向上 

○とかち勤労者共済センターの内容充実（中小企業労働者の福祉増進） 

・加入事務所             ７１６社（平成１７年３月末現在） 

・加入人員            ６，９４６人 

○帯広市労働者貸付金（生活資金貸付） 

・貸付件数               １８件 

○季節労働者対策 

・季節労働者生活資金貸付金  貸付件数 １０件 

【商工観光部 労働消費課】 
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第１節  環境保全 

１．環境への負荷の少ない地域社会づくり 

（１）総合的な環境保全 

○市民主体の帯広市環境保全推進会議と協働で、環境保全活動への市民参加を啓発する環境交流

会等を実施した。 

【緑化環境部 環境課】 

 

２．自然環境の保全 

（１）自然環境の保全 

○自然環境保全地区（民有地）を新たに１ヶ所指定した。 

○自然環境監視員３人、ヌップク川自然環境監視員１人を委嘱し、自然環境を監視した。 

○植生調査を２林で実施した。 

【緑化環境部 環境課】 

 

３．環境学習の推進 

（１）環境学習のプログラムづくり 

○環境教育機会の提供のため、環境に関する作品展を開催した。 

・参加作品数   １４３点 

【緑化環境部 環境課】 

 

（２）環境情報の提供 

○自然ガイド No.６（動物）を２，０００部作成した。 

○帯広市環境白書(平成１６年度 第３５号)を作成した。 

○出前環境教室・講座を実施した。 

・２中学校 ６７４人、４団体 ４４５人 

【緑化環境部 環境課】 

 

４．市民による行動 

（１）市民行動の指針づくり 

○市内事業者の環境ＩＳＯ１４００１の認証取得に対する補助制度を実施し、３事業者に対し補

助を実施した。 

○帯広市環境にやさしい活動実践校（学校版環境ＩＳＯ）として、小学校５校の認証を更新する

とともに、新たに中学校１校を認証した。 

【緑化環境部 環境課】 

 

（２）環境美化の推進 

○空き地の管理実態調査(春と秋)を行い、草刈を奨励し、環境衛生の向上に努めた。 

○帯広市町内会連合会の活動として、全市一斉河川清掃運動等を推進し、公衆衛生の向上に努め

た。 

 

 

 



                          第３章 環境共生都市 

○野犬掃とう及び苦情の処理等を実施した。 

区　　　分 頭数又は件数
畜犬登録申請頭数 563頭
野犬掃とう頭数 　51頭
苦 情 処 理 件 数 　266件 

【緑化環境部 環境課】 

 

５．環境管理体制の整備 

（１）公害の未然防止 

○公害の現状を把握し、発生源対策に努めるとともに、公害の未然防止・環境保全に関する意識

の啓発普及を図るため、各種調査・広報活動を実施した。 

・各種調査・測定状況 

  

区 分 調査・測定項目 測定地点
二酸化硫黄 産業技術センター
二酸化硫黄・浮遊粉塵
一酸化炭素・窒素酸化物
河川水質調査 １０河川　１４地点

４河川　　４地点　　８検体（５月）
８河川　１１地点　１１検体（９月）
市内　５地点
近隣４町　５地点

特定工場等立入検査 市内各所（２５ヶ所）
自動車騒音調査 市内　５地点
航空機騒音調査（固定） 十勝飛行場周辺　２地点
航空機騒音調査（移動） 十勝飛行場周辺　１０地点

悪 臭発生源調査 市内　５事業所

騒 音 ・ 振 動

公害防止センター
大 気 汚 染

酸 性 雪酸性雪調査

水 質 汚 濁
糞便性細菌調査

 

・公害苦情処理状況 

種類 大気汚染 水質汚濁 騒音 振動 悪臭 その他 合計
件数 75 5 11 1 10 4 106 

・公害防止センターの監視・測定体制の充実のため、測定機器の更新・整備を実施した。 

【緑化環境部 環境課】 

 

（２） 監視・調査体制の充実 

○地盤沈下等環境調査の実施状況 

 

調査・測定項目 測定地点

地下水位観測 帯広工業団地　１ヶ所

深層地熱水水位観測 市内　３ヶ所  
【緑化環境部 環境課】 

 

６．エネルギーの有効利用 

（１）未利用エネルギーの有効利用 

○自然エネルギーの利活用の普及促進を図るため、住宅用太陽光発電システム設置補助制度を継

続し、１８戸に対し補助を実施した。 

【緑化環境部 環境課】 
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（２）省エネルギーの取り組み 

○家庭内での省エネルギー活動について、広報おびひろに掲載するとともに、帯広市環境保全推

進会議との協働によりノーカーデーの普及啓発を行った。 

【緑化環境部 環境課】 

 

第２節  ごみ減量化・資源化 

１．ごみの発生抑制 

（１）ごみの発生抑制 

○平成１６年１０月から家庭ごみの収集運搬手数料の一部を有料化し、大型ごみについては計画

収集から申し込み制の戸別収集とした。 

【緑化環境部 清掃事業課】 

 

２．リサイクル活動の推進 

（１）資源回収活動の推進 

○町内会等の資源集団回収の取組に対し、資源回収奨励金を支給した。 

   

紙 類 び ん類 金 属 類 そ の他 合 計
721団体 8,594 592 1,140 2 10,328

支給団体
資　源　回　収　重　量（ｔ）

 

【緑化環境部 清掃事業課】 

 

（２）リサイクル事業の推進 

○帯広スタイルの資源回収の日「Ｓの日」に資源の回収を行い、リサイクルの推進を図った。 

 

 

【緑化環境部 清掃事業課】 

 

（３）生ごみの資源化促進 

○生ごみ堆肥化容器及び電動生ごみ処理機購入費に対し助成を行い、資源化の促進に努めた。 

 

 

 

【緑化環境部 清掃事業課】 

 

３．啓発・指導活動の推進 

（１）啓発活動の強化 

○春・秋２回の「ごみ減量・資源化促進月間」を設定し、広報活動を強化するとともに、「リサ

イクルパネル展」「秋のリサイクルまつり」を開催して、ごみ問題に関する市民啓発に努めた。 

【緑化環境部 清掃事業課】 

 

 

 

 

容器包装類 紙類 金属類 リターナブルびん 計
収集量(ｔ) 6,316 2,500 11 56 8,883

区　　　　分 助成数 累計
生ごみ堆肥化容器（個） 259 6,808

電動生ごみ処理機（台） 523 1,063
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（２）ごみ懇談会などの開催 

○市民参加による清掃行政の推進を図るため、ごみ問題の実情やごみ減量・資源化促進の意義や

手法などについてごみ懇談会を開催した。 

・開催回数      ３６回  参加者数 １，８１７人 

【緑化環境部 清掃事業課】 

 

４．ごみの適正処理 

（１）一般廃棄物の適正処理 

○ごみ収集状況       

   

区 分 家庭系(ｔ)事業系(ｔ) 計(ｔ)
可 燃 物 29,68317,45447,137
不 燃 物 10,6083,11013,718
資 源 8,883 0 8,883
合 計 49,17420,56469,738 

○し尿収集状況 

・延収集件数 １４，１５６件  収集量  ９，８９４㎘ 

○十勝環境複合事務組合による新最終処分場建設に向けた用地選定等の調査を実施した。 

【緑化環境部 清掃事業課】 

 

第３節  緑の環境 

１．都市公園の整備 

（１）街区公園の整備 

○街区公園整備事業 

公園名 事　業　内　容 面積等（ha）
やよい第３児童公園 園路、広場、休憩所、遊具、植栽 0.07
西こまどり児童公園 園路、広場、休憩所、遊具、植栽 0.05  

○ポケットパーク整備事業 

公園名 事　業　内　容 面積等（ha）
みあさ広場 広場、遊具、植栽、休憩施設等 0.09 

【緑化環境部 公園と花の課】 

 

（２）近隣公園・地区公園の整備 

○中央公園改修工事 

 ・ユニバーサルデザイン思想に基づく改修を行った。 

  改修内容 スロープ・階段手すり設置、園路・出入口新設、ベンチ等 

  【緑化環境部 公園と花の課】 

 

（３）総合公園の整備 

○緑ヶ丘公園整備事業 

 

公園名 事　業　内　容 面積等（ha）
緑ヶ丘公園 照明灯、園路、休憩所 0.70 

  【緑化環境部 公園と花の課】 
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（４）都市緑地・河川緑地の整備 

○中島霊園整備事業 

・施設整備 植栽、植生工 １．０ｈａ 

○河川緑地整備事業 

  

名称 事　業　内　容 面積等
十勝川緑の回廊 植栽 640ｍ 

【緑化環境部 公園と花の課】 

○中島地区土地利用基本構想策定 

・土地利用計画に基づき、基本構想を策定した。 

【緑化環境部 清掃事業課】 

 

（５）公園整備・管理のあり方 

○公園遊具設置工事 

  ・親子が一緒に楽しめる遊具を２４公園に設置した。 

【緑化環境部 公園と花の課】 

 

２．帯広の森の整備 

（１）帯広の森の用地取得と造成 

○帯広の森整備事業 

   用地取得  １．５１ｈａ               【緑化環境部 公園と花の課】 

 

（２）帯広の森の育成 

○市民植樹祭の開催 

・参加者数 ４，５００人、植樹本数    ５，１５０本 

○市民育樹祭の開催 

・参加者数   ９５０人、育樹対象本数 １３，０００本 

【緑化環境部 公園と花の課】 

 

（３）市民利用の促進 

○帯広の森３０周年記念事業 

・帯広の森造成の経緯や植樹活動など、３０年の歴史を振り返り、未来へ伝える映像記録を製

作するとともに、今後の帯広の森づくりを考えるシンポジウムを開催した。 

【緑化環境部 公園と花の課】 

 

３．美しい花と緑の環境づくり 

（１）公共・民有地緑化の推進（緑倍増計画の推進） 

○慶事記念樹の贈呈 

・市民の慶事（誕生、住宅新築）に樹木（苗木）を贈呈し、民有地緑化を推進した。 

誕生 ２７４本、住宅新築 ２０１本、還暦 １６本 合計４９１本 

○花と緑の歩行者空間づくり 

・花と緑による潤いのある空間形成及び景観形成を市民の参加を得て実施した。 

参加団体 １町内会、１商店街 

【緑化環境部 公園と花の課】 
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（２）緑道の整備 

○光南緑地（旧広尾線跡地）整備事業 

・施設整備   園路、広場、休憩所、照明、植栽 

 ・用地取得   ０．４３ｈａ 
○緑地帯整備事業 

・新緑通緑地帯の整備         伐採 ５５本  補植  ７０本 

・西２４・２５条南１丁目緑地帯の整備 伐採 ２３３本、剪定 １５９本、補植 ３９本 

【緑化環境部 公園と花の課】 

 

（３）緑づくりの支援 

○緑の環境づくりの相談・指導                     

病害 虫害 管理全般 小計 往診 電話 来館
964 63 151 9121,126 49 518 397

相談者数
（人）

内容別件数(件) 相談者の内訳(人)

 

○緑化重点地区基本計画策定 

・「緑の基本計画」に基づく「緑化重点地区」候補地である鉄南地区を対象として、基本計画

策定のため、緑の現況調査を実施した。 

【緑化環境部 公園と花の課】 

 

（４）市民参加による花と緑の環境づくり 

○フラワー通整備の促進 

・市民参加を得てグリーンパーク周辺、公園大通、西３条通、柏林台通ほかにサルビアなどを

植栽した。 

     整備路線延長 ８，６６０ｍ、使用花苗数 ９０，２００株 

○花壇コンクールの実施 

・市民参加を得て、植樹桝、学校などで花壇コンクールを実施した。 

     参加団体 ７９団体、花壇面積 １２，７４１㎡ 

【緑化環境部 公園と花の課】 

 

第４節 住宅・住宅地 

１．住宅の整備 

（１）ユニバーサルデザイン住宅の普及 

○ユニバーサルデザイン住宅建設資金貸付金・住宅改造資金補助金 

・貸付金   新築   １１件   増改築 ３件   融雪施設 ６０件 

・補助金   住宅改造 ４６件 

【都市開発部 建築指導課】 
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（２）公営住宅の整備 

○公営住宅建替 

団地名等 事業内容等 構造等 

柏林台団地 

（西町Ｒ８、９） 
建設工事(15～16年度) 高層耐火構造８階建 ２棟 80戸  

大空団地 

（２－３、５、６） 
建設工事(15～16年度) 低層耐火構造２階建 ３棟 36戸  

柏林台団地 

（西町Ｒ６、７） 
実施設計 高層耐火構造８階建 ２棟 80戸  

柏林台団地 

（西町外構） 
外構整備及び旧市営住宅解体  

大空団地 

（２街区外構） 
外構整備及び旧市営住宅解体  

市営住宅用地取得 

西１５条南３６丁目 
13,148,66㎡ 

（仮称）稲田団地 

測量試験・基本設計・実施設計 中層耐火構造５階建 ２棟 90戸  

○公営住宅維持修繕   空き家 １５１戸、共用部、付帯設備修繕 

【都市開発部 住宅課】 

 

２．住宅地の整備 

（１）新市街地の整備促進 

○民間土地区画整理事業の普及、及び指導を実施した。 

地 区 名 事業主体 施行面積（ha） 認可告示年月日 備   考 

緑商第二 組 合 34.6 平成 ４年３月６日 施行中 

稲田川西 組 合 88.1 平成１５年４月１日 施行中 

【都市開発部 宅地開発課】 

 

（２）未利用地の利用促進 

○組合施行による土地区画整理事業に向けた事前調査を行った。 

調査名 施行面積(ha)

（仮称）帯広市緑商第三土地区画整理事業調査費 4.80 

【都市開発部 宅地開発課】 

 

３．住居表示などの整備 

（１）住居表示の整備 

○分かりやすく住みよい街づくりのため、住居表示を整備し併せて字名改正を行った。 

・実施場所   帯広市南町の一部 

・実施面積   ２０．８０ｈａ 

【建設部 管理課】 
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第５節 道路 

１．道路の整備 

（１）幹線道路の整備 

路線名 施工箇所 延長（m） 幅員（m） 

共栄通 

柏林台通 

玄武通 

弥生新道 

学園通 

西１６南１・西６号線 

光南・東３号甲線 

豊成西・１２号線 

西１０号南線 

西１２条南３丁目 

柏林台北町５丁目 

西１５条北２丁目 

西１８条南４０～４１丁目 

西７～１２条南４１丁目 

西１６条南１丁目 

東８～９条南２１～２２丁目 

稲田町南８～９線 

西２０条南１丁目 

用地取得・補償 

    107.79 

路体盛土 

樹木根巻、移植 

調査 

橋梁、 327.01 

用地取得・補償 

用地取得・補償 

橋梁 

 

18.00 

 

 

 

18.00 

【建設部 土木課】 

 

（２）生活道路の整備 

路線名 施工箇所 延長（m） 幅員（m） 

西１７南３・１号線 

新町・９号線 

下水処理場・東小学校線 

西２０南４・１号線 

南２２丁目東線 

南７線西線外 

西１５条南３６・１号線 

稲田町東・８７号線外 

西１７条南３丁目 

新町西１～３丁目 

東６～７条南３～４丁目 

西２０条南４丁目 

東１～２条南２２丁目 

南町南７線 

西１５条南３６丁目 

稲田町基線、東１線 

121.87 

294.10 

116.60 

235.00 

167.80 

93.85 

88.46 

1,293.74 

13.87 

12.00～13.80 

12.00 

16.00 

20.00 

9.50 

12.00 

8.00～9.00 

【建設部 土木課】 

○側溝整備 

・市道白樺１６条・２５号線外６路線         延長  １,０５９ｍ 

○特殊舗装 

・打替 市道西１７条北２・１３号線外４１路線    延長  ７,２１４ｍ 

・オーバーレイ 市道西５条南乙線外４路線      延長  ４,８２３ｍ 

【建設部 道路維持課】 

 

（３）歩行者・自転車道の整備 

路線名 施工箇所 延長（m） 幅員（m） 

北栄グリーンロード 西９条南３丁目 橋梁 － 

【建設部 土木課】 

 

第６節  河川 

１．治水対策の推進 

（１）治水対策の推進 

○大成川の整備   護岸整備 １７２．２７ｍ 

【建設部 土木課】 
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２．水源の保全 

（１）水源の保全 

○大正簡易水道整備事業 
地 区 名 本年度施工事業量 進捗率 計 画 期 間 

配水池 ２池 
配水管 7,306ｍ 大 正 
送水管 3,782ｍ 

54.22％ 平成 14年～平成 18年 

【農務部 農村整備課】 
 

第７節 都市景観・農村景観 

１．都市景観づくり 

（１）公共施設の景観づくり 

○公共サインの整備 

・良好な景観づくりを先導するため、公共施設表示板などの整備を進めた。 

     公共サイン整備件数 川西保育所外１ケ所 

○公共施設等に係る景観形成の推進 

・都市景観形成主要建築物を選定し、帯広市都市環境デザイン委員会において指導、助言を行

った。 

     選定公共施設    ４物件 

【都市開発部 都市計画課】 

 

（２）市民の参加による景観づくり 

○都市景観賞の実施 

・都市景観に対する意識の向上及び都市環境の質的向上を図るために、都市景観に対する提案

を広く市民から募集し表彰した。 

   提案部門     応募件数 ５１件  表彰件数 ８件 

○公園大通景観グレードアップ事業の実施 

・市民と行政が協働し景観づくりを地域全体に広めていくために「公園大通グレードアップ事

業」を実施した。 

     花壇参加者    参加者 １８０人  ワークショップ ４回開催 

     イルミネーション点灯  １２～２月  氷みこしの実施 

【都市開発部 都市計画課】 
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第１節 幼児教育 

１．幼稚園教育の充実 

（１）就園の奨励 

○父母の経済的負担を軽減し、幼児の就園促進を図るとともに研修機会を充実させるため、就園

奨励費及び教材費、教員研修費を補助し、幼稚園教育の充実に努めた。 

・就園奨励費支給人員  １，７８６人 

【学校教育部 学校教育課】 

 

第２節 小中学校教育 

１．教育内容の充実 

（１）指導相談体制の充実 

○適応指導教室「ひろびろ」において、学校へ行けない子供達に対する教育相談や基本的な生活

習慣学習活動について指導援助を行い、再登校を促した。   

区　　分 小３ 中１ 中２ 中３ 計
通級児童生徒(人） 1 4 5 8 18

教 育 相 談 （件）

通級状況
30  

・指導の効果  

中学生４人が完全復帰、３人が部分復帰 

中学生卒業生７人が進学、１人が家事手伝い 

○市内の中学校１４校に「心の教室相談員」を配置し、８１５件の教育相談活動を行い、子供た

ちの悩みに対応した。特に、不登校傾向の生徒１４４人に対応し、担任と連携して指導援助を行

った。 

【学校教育部 学校教育指導室】 

 

２．教育環境の整備 

（１）障害児教育の充実  

○新たに、知的障害児学級を川西小学校に、情緒障害児学級を第七中学校に設置した。 

   

障害児学級設置状況 （　）内は実学校数

学級数 児童数 学級数 生徒数
(校)(学級) (人) (校)(学級) (人)

知的障害 11 14 60 5 7 34
言語障害 3(通級） 139 1 1 7
肢体不自由 1 1 4 1 1 1
情緒障害 4 10 67 5 5 27
病　　弱 1 1 5 1 1 6
合　　計 20(14) 26 27513(8) 15 75

区　　分
小学校 中学校

設置学校数 設置学校数

 

   ※平成１６年５月１日現在（病弱学級については年間実人員） 

○車椅子を使用して通学する児童生徒の生活介助を行う介助員を増員するとともに、配置日数を

週４日から週５日へ拡充した。 

【学校教育部 学校教育課】 
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（２）学校図書館の充実  

○蔵書を充実するとともに、専門員を配置した。 

・図書整備数    ８，３７０冊 

・専門員の配置   小学校１６校、中学校６校 

○学校図書館開放モデル事業を明和小学校及び大正小学校で実施した。 

【学校教育部 学校教育課】 

 

（３）教育設備の充実 

○教室用机・椅子の日本工業規格改正に伴い木製机・椅子に更新した。  

・中学２年生分   １，７５１台 

【学校教育部 総務課】 

 

（４）教職員研修機会の充実 

○十勝教育研修センターおける、十勝管内市町村が共同して行う教育に関する研修に参加した。 

・参加研修講座数     ３８講座    受講者数  ２２１人 

○個人研究サポ－トシステムの展開 

 教員の資質向上を目指し、研修機会・研修活動への支援を行い、各研究員の研修成果を冊子

に収録し全教職員に配布するとともに報告会を開催し研究成果の還元を図った。 

・個人研究サポ－ト     ４人 

・体験研究サポ－ト     ６人 

・地域教材研究サポ－ト   ２人 

【学校教育部 学校教育指導室】 

 

（５）学校給食の充実  

○給食の配食状況 

   

区 分 配 食 数(食)

小 学 校 2,088,218

中 学 校 1,080,371

へき地保育所 25,269

父 母 試 食 3,501

施 設 見 学 者 707

職 員 14,761

合 計 3,212,827 

○ふるさと給食の実施 

・全小中学校   １１月 ８日～１２日 

・市民試食会   １１月 ８日     参加者数    １６人 

         １１月１２日     参加者数    ２０人 

【学校教育部 学校給食共同調理場】 

 

３．社会変化に対応する教育の推進 

（１）国際化・情報化への対応 

○清川小学校校内ＬＡＮの配線整備を行った。 

【学校教育部 総務課】 
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○ニューメディア利用教育推進  

・学校における情報教育を推進するため、小学校１４校においてコンピュータを増設し、２人

１台化へ向けた整備を行った。 

【学校教育部 学校教育課】 

○教育研究所に設置のパソコン１０台を利用し、教職員の操作能力の向上を図るために「パソコ

ン研修講座」を実施するとともに、教材を開発した。 

・講座回数 ２６回   受講者数 ３６１人  

○市内小中学校で教材として利用するパソコンソフトとデータベースを開発した。 

・パソコンソフト 

学  年 教  科 タ  イ  ト  ル 

小 ５ 算 数 小数のわり算 

中 １ 数 学 正負の数２ 

・データベース   地域教材データベース「帯広の文化・スポーツ」（小中学校） 

○小中学校情報教育専門員支援事業 

・小中学校での情報教育推進を支援するため、システム面・技術面でサポートする専門員を派

遣した。  ４１校（各３回派遣） 

 【学校教育部 教育研究所】 

○小中学校へ国際交流員及び国際理解教育指導助手、中学校へ外国人専任講師の派遣を行った。 

・小学校（国際理解教育指導助手） １校平均   ４６．７時間 

・中学校（外国人専任講師）    １年生平均  １０．７時間 

                 ２年生平均  １１．３時間 

                 ３年生平均   ６．３時間 

・国際交流員他外国人講師派遣事業 ２４３時間 

○教職員海外研修派遣事業 

・派遣先   英国 ロンドン大学 １人 

【学校教育部 学校教育指導室】 

 

（２）環境学習の充実 

○郷土を愛し、思いやりの心を育む教育活動の推進 

・全２６校の小学校４年生を対象とした郷土体験バス学習を行った。 

・１０校の中学校２年生を対象とした自然体験バス学習を行った。 

【学校教育部 学校教育指導室】 

 

（３）学校評議員制度の導入 

○地域に開かれた学校づくりを推進するため、学校評議員制度を導入した。 

・小学校  ２６校  １２７人 

・中学校  １５校   ７４人 

・高 校   １校    ５人 

【学校教育部 総務課】 

 

 

 

 



                          第４章 生涯学習都市 

４．教育施設の整備 

（１）校舎・体育館などの改築・改修整備 

○学校教育施設の整備・拡充を進め、教育環境の改善を図った。 

・校舎改築・増築   清川小学校   改築工事 

           愛国小学校   増築工事 

・屋体改築      清川小学校   改築工事 

           東小学校    耐力度調査、実施設計、地耐力調査 

・グラウンド改修   南町中学校   改修工事 

○新耐震基準施行以前に建設された校舎について、耐震診断を実施した。 

・小学校 校舎    ５校     

・中学校 校舎    ３校    

                 【学校教育部 総務課】 

○児童生徒がより良い環境で学校生活を送れるよう、教室等のホルムアルデヒド及び揮発性有機

化合物についての検査を行った。 

 ・小学校       ４校  １４ヶ所 

 ・中学校       ２校  １６ヶ所                

【学校教育部 学校教育課】 

 

第３節 高等学校教育 

１．進学機会の確保・充実 

（１）奨学制度などの充実 

○経済的な理由により、就学困難な者に対し奨学金を支給し、有用な人材を育成するとともに、

あわせて父母の負担軽減を図った。 

 また、公私立高校の授業料格差の解消を図り、教育機会の確保と父母の経済的負担の軽減に努

めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校教育部 学校教育課】 

 

２．市立帯広南商業高等学校の充実  

（１）地域と連携した教育推進  

○学校開放講座「パソコン入門講座」を開催し学習機会の提供に努め、地域との連携強化を図っ

た。 

・受講者数         ３０人 

 ・開催講座数       １講座、５日間、１日・２時間 

支給人員(人) 月　額(円)

43 50,000

11 30,000

専門学校生 8 30,000

高 校 生 8 7,000
大 学 生 11 50,000

専門学校生 9 30,000

高 校 生 2 7,000

216 5,000

68 3,500

私立高校生授業料補助
（給付）

区　　　　　　　　　分

継続

大 学 生奨
学
金
（
貸
付
）

新規
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○高校生の職業観や勤労観を培い、将来の進路選択に資するため、企業、商店、事業所等での就

業体験（インターンシップ）を３年生全員が参加して実施した。 

【学校教育部  帯広南商業高等学校】 

 

第４節 高等教育・試験研究機関 

１．新しい大学の整備 

（１）新しい大学の整備 

○十勝大学設置促進期成会が実施する新たな大学設置に向けた取組を支援したほか、学校法人と

の協議や高等教育機関整備に係る資料・情報の収集を行った。 

【企画部 企画課】 

 

２．帯広畜産大学などの整備 

（１）帯広畜産大学の整備・拡充 

○帯広畜産大学整備拡充促進期成会の取組を支援したほか、国立大学法人等に係る資料・情報の

収集を行った。                            【企画部 企画課】 

 

第５節 生涯学習 

１．生涯学習推進体制の整備 

（１）生涯学習推進体制の整備    

○帯広市生涯学習推進本部を中心に、関係機関・団体などと連携を図りながら推進体制の整備に

努めた。                          【生涯学習部 生涯学習課】 

 

２．生涯学習活動への支援 

（１）学習機会の提供 

○市民の多様な学習要望に応えるため、関係機関・団体と連携を図り、学習機会の提供に努めた。 

・生涯学習フェスティバルの開催 

実施事業数   ８２件   参加団体数 関係機関・団体  ４２団体 

                    関係課・館    １５課 

・各種講座の状況 

講座・教室等の名称 講座・科目数 参加者数 備      考 

ふれあい市政講座 

（出前講座） 
49講座 31,529人  396回開催 

放送大学 

（帯広学習室） 
86科目 750人  

ひろびろ学び 100科 ― 43人  

コミュニティ講座 195講座 14,192人  

市民大学講座 6講座 202人  

高齢者学級 

（寿学級） 
 延  50回 4,792人 

 在籍者数 255人 

  1年生 146人 

2年生 109人 

【生涯学習部 生涯学習課】 
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○百年記念館活動 

・利用状況                   利用者数   １０９，０５０人 
・広域事業の実施 
  第２３回郷土美術展                      １，１２７人 
  特別企画展「樺太アイヌ民族誌」                ６，９０８人 

  収蔵作品移動展「十勝ゆかりの作家たち」            １，８４６人 
  移動展「写真でみる十勝そのとき」 
   浦幌町、音更町、芽室町、豊頃町               １，８６１人 

  自然観察会                   ５回       １２５人 

  郷土学習見学会                 ２回        ７０人 
  博物館講座                  １２回       ５５０人 

  古文書教室                   １回        ２４人 
  特別講座   版画講座             １回        １３人 
         親子陶芸（七宝）講座       ３回        ７４人 
         ラブバード講座          ８回       ２４０人 
  ロビーコンサート               １０回       ７３０人 
・陶芸講座、夜間陶芸講座、希望講座の実施    受講者数     ２，２９２人 

【生涯学習部 百年記念館】 

○児童会館活動 

・子供たちの科学する心や創造性・社会性を育むため、日帰り・宿泊学習のほか科学クラブや

文化クラブなどの事業を行うとともに、野草園・岩内自然の村の管理を行った。 

施設の利用状況 

施 設 名 利用者数（人） 

児童会館 

野草園 

岩内自然の村 

99,226 

12,415 

5,223 

事業の状況 
科学関連事業 

科学展示室入場者                     ２３，６５６人 

プラネタリウム入場者                   １０，２７５人 

宿泊学習・日帰り理科学習          ７４校     ２，８１１人 

星の観察会                  ９回       ２４６人 

小学生科学クラブ              １０回       １７９人 

親子実験教室                 ３回        ９９人 

少年少女発明クラブ             ２４回       ４５０人 

アートの祭典（４０周年記念事業）   １０月 ９日     １，２３３人 

青少年のための科学の祭典       １０月１０日     ２，３４７人 

文化関連事業 

宿泊研修                  １２団体    １，１９１人 

わくわくこどもまつり           ５月５日     １，３４５人 

氷まつり協賛行事         １月２９・３０日     １，７４２人 

人形劇公演                 １１回       ８２９人 

親と子のエンジョイ将棋           １０回       ３９０人 
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親と子のおもしろ教室             ８回       ４１５人 

図画工作クラブ                ６回        ９０人 

文化講座（イラスト・手作り楽器講座）    １１回       １８６人 

ぐるっと緑ヶ丘クイズ＆スタンプラリー              ２７６人 

全十勝小中学生将棋大会         ３月２７日       １２４人 

帯広児童劇団公演           １１月２８日     １，２３８人 

宇宙学校               １０月３１日       ６１２人 

国際協力事業  

ＪＩＣＡ理科実験教育研修コースの実施 ４ヶ国   １３日間   １１７人 

（スリランカ・ネパール・バングラデシュ・モルジブ） 

野草園関連事業 

野草園の集い              ４月２９日       ２５０人 

「野草園の花」作品展       ７月１３～１７日       ４７９人 

岩内自然の村関連事業 

ふれあいファーム          ５月～９月３回       ３４７人 

【生涯学習部 児童会館】 

○動物園活動 

・総入園者数              １２２，１９０人 

大人                ４９，０７２人 

高校生                １，１２６人 

小中学生              １１，９１０人 

就学児未満・６５歳以上       ５６，５９２人 

冬季特別開園             ３，４９０人 

・教育事業 

総合学習等受入               ３８回       ４０１人 

おやこ動物園教室               １回 １１組    ２２人 

１日飼育係（小学校低学年）          ３回        ３６人 

１日飼育係（小学校高学年・中学生）      ２回        ２４人 

１日飼育係（高校生以上）           １回        １４人 

サタデークラブ                ８回        ５６人 

スポットガイド               ２４回実施 

こども動物園団体利用            ６９組     ２，７５６人 

ふれあい（こども動物園個人参加）     １２０日実施   ５，６９６人 

企画展（どんぐりのいえ）            ４月２９日～１１月 ３日 

企画展（肉食獣）                ７月３０日～ ８月２２日 

夏休みおやこ絵画教室                       ２０人 

ミニミニガイド発行              ８回発行 

アニマル通信                 ２回発行 

幼児・児童動物画コンクール   ４９７人（１３枚道大会参加）入賞１９０点 

夜間開園           ７月３０日～８月１日     ３，１２７人 

夜の動物園（スポットガイド） ７月３０日～８月１日 

動物園アート講座童謡コンサート        １回        ８０人 

動物園アート講座アニマル壁画を描こう     １回        ８０人 



                          第４章 生涯学習都市 

動物園講座交通安全教室            １回        ５０人 

動物園アート講座イラスト教室         １回        ５０人 

動物園アート講座自然アート教室        １回        ３０人 

動物園アート講座わらび座ミニ公演       １回       ２７０人 

おびひろ動物園ホームページ         月１回更新 

【生涯学習部 動物園】 

 
（２）学習情報の提供 
○地域の情報収集・提供システムを整備し、指導者情報など生涯学習に関する情報の提供に努め

た。また、収集したデータは、北のくらし情報システム等を利用して提供した。 
【生涯学習部 生涯学習課】 

 
３．青少年の健全育成 

（１）家庭教育の充実 

○家庭教育学級の推進                ２４学級 学級生  ３９８人 

○青少年健全育成啓発支援事業             ４団体 参加者数 ２７６人 

【生涯学習部 女性青少年課】 

 

（２）体験活動機会の充実 

○帯広市青少年派遣研修事業  

・派遣先 松崎町・東京都・横浜市 

     小学生６人、中学生３人、教職員３人、事務局１人 

○松崎町教育視察団受入 

      小学生９人、中学生４人、教職員３人、事務局２人 

○各種青少年健全育成事業・研修会 

・子ども王国(プラザまつり)                      ９００人 

・心の教育推進事業（スポーツチャンバラ）          小学校１２校で開催 

・十勝子ども雪合戦大会              ９３チーム     ５７３人 

・中学生からのメッセージ             １６校        １６人 

・体育館開放事業                 ２６校    １０，１２１人 

・わくわくランド                  ９回       ６０７人 

・ウイークエンドサークル活動            ２回        ５６人 

○成人の集い                   参加者数     １，２４８人 

【生涯学習部 女性青少年課】 

 

（３）指導者の養成 

○北海道子ども会育成研究協議会（赤平市）     出席者数         ５人 

○地域子ども会リーダー宿泊研修会           ４回       １２７人 

○ジュニアリーダー養成講座            登録者数        ２８人 

【生涯学習部 女性青少年課】 
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（４）健全育成ネットワークづくり 

○地域青少年育成フォーラム             １２地区      ５０２人 

【生涯学習部 女性青少年課】 

 

（５）非行の防止 

○指導員及び指導協力員等による街頭指導並びに相談員による青少年の悩み相談を実施し、非行

防止及び環境浄化に努め、青少年の健全育成の助長を図った。 

街頭指導  ５６９件  相談指導  ２８７件 

【生涯学習部 青少年センター】 

 

４．男女共同参画社会づくり 

（１）意識の啓発 

○女性学級の推進               ４学級 学級生       ９０人 

○男女共同参画セミナーの開催         ２回  参加者数     ３３０人 

○男女共同参画情報誌の発行          ２回 

【生涯学習部 女性青少年課】 

 

（２）参画の促進  

○男女共同参画リーダー派遣研修  国立女性教育会館             １人 

○男女共同参画推進支援事業          １団体 参加者数      ３９人 

○男女共同参画講座      １コース（４回講座）  受講者数      ５８人 

○男性セミナーの開催     １コース（４回講座）  受講者数      ２０人 

【生涯学習部 女性青少年課】 

 

（３）環境の整備  

○女性情報コーナーの充実               利用者数   ７，５１４人 

【生涯学習部 女性青少年課】 

 

５．生涯学習施設の整備 

（１）図書館の整備 

○蔵書冊数   ３０９，７７４冊 (平成１６年度受入 １７，５９８冊) 

・利用状況 

利用者数(人) 利用冊数(冊)
館内(本館) 110,854 383,406
館外(移動図書館) 39,027 80,161

市民文庫 9,483 9,483
コミセン図書室 12,726 24,380
学校図書室 4,053 10,770
移動ステーション 12,765 35,528

合　　　計 149,881 463,567

利用区分

 

（内夜間開館実績      利用者数 ５，１４９人 利用冊数 １６，０１４冊） 

（十勝管内広域個人貸出実績 利用者数   ９６９人 利用冊数  ３，０８８冊） 
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○視聴覚教材利用件数 

・映写機等機材                ７件 

・１６mmフィルム              １６件  

・ビデオテープ            ２，７９７件  

・ＤＶＤビデオ              ７０２件 

・紙芝居               ７，８８３件 

○レファレンス（相談業務）   件数  ７，９１２件 

○図書館刊行物 

・市民文芸                 ４４号  

・読書感想文集               ４４号 

・帯広叢書              ５２・５３号 

・たのしい童話                ２２号 

○新図書館建設工事（継続）       

○中城ふみ子賞の創設 

 ・没後５０年を機に中城ふみ子の功績を称え、地域文化の発信を目的として賞を創設した。 

  応募点数  ２６２点 

  中城ふみ子賞 １点  次席 ２点  佳作 ４点 

【生涯学習部 図書館】 

 

（２）動物園の整備 

○こども動物園の整備 

・小動物（ウサギ・モルモット・ヤギ・ヒツジ・ミニュチュアホース）とふれあえる体験型施

設「ちびっこふぁーむ」を整備した。 

【生涯学習部 動物園】 

 

（３）百年記念館の整備 

○アイヌ民族文化情報センター整備事業 
・「アイヌ民具調査」「アイヌ無形文化聞き取り調査」「アイヌ民族関係の図書の整備」などア

イヌ民族文化の調査研究と普及・啓発活動を行った。 

【生涯学習部 百年記念館】 

 

第６節 芸術・文化 

１．自主的文化活動の促進 

（１）自主活動の促進 

○おびひろ市民芸術祭                       １５，１８０人 

○帯広市民バレエ「くるみ割り人形」                 ２，６４６人 

○おびひろ市民ミュージカル「クリスマスボックス」          １，１６０人 

○北の構図展                            １，１７４人 

○とかちサークル写真展                         ９１５人 

○全十勝書道作品展                           ７３６人 

○帯広市民劇場公演                         ９，５５８人 

○帯広市文化賞・文化奨励賞                    １個人、１団体 
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○学校文化活動奨励賞                       ４個人、２団体 

【生涯学習部 文化課】 

 

２．鑑賞機会の拡充 

（１）鑑賞機会の拡充   

○小中学生のための札響コンサート                  ２，９０７人 

○親と子のわくわく音楽会                        ８８９人 

○人形劇団プーク帯広公演                        ８５６人 

○ゴスペルコンサート                        １，３９１人 

○日本の伝統芸術シリーズvol.Ⅳ「琴五重奏団アルメリア」         ２８９人 

○十勝ひろびろ音楽祭                          ３３２人 

○グランディーババレエ帯広公演                   １，４９２人 

○ポーランド国立民族舞踊団シュロンスク               １，０１５人 

○帯広美術館特別企画展「ピカソ、マティスと２０世紀の画家たち展」 １１，６４８人 

○帯広美術館鑑賞事業                     ８校   ４８３人 

○学校で美術館事業                      ４校 ２，０１１人 

【生涯学習部 文化課】 

 

３．文化環境の充実 

（１）文化環境の充実 

○市民文化ホールの改修 

   ・内外装、舞台化粧、空調、ホール客席等の改修、舞台設備等の更新 

【生涯学習部 文化課】 

 

４．歴史的遺産の保存・活用 

（１）歴史的建築物などの保存 

○古建築調査「旧横瀬邸」調査                  【生涯学習部 文化課】 

 

（２）埋蔵文化財の保護・活用 

○大正遺跡の発掘調査 

 ・調査面積 ６，５００㎡ 

 ・縄文時代早・前期(約8,000～6,000年前)の住居跡及び約３０万点の土器・石器が出土した。 

○大空２遺跡の発掘調査 

 ・調査面積   ４００㎡ 

 ・後期旧石器時代後半期（約15,000年前）の石器等が出土した。 
【生涯学習部 百年記念館】 

 

第７節 スポーツ 

１．生涯スポーツ活動の推進 

（１）スポーツ機会の提供 

○各種スポーツ教室・講習会の開催 

・３９事業  １０，０４２人 
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○体育施設利用状況 

施設名 利用者数(人)
総合体育館 141,179

帯広の森体育館 95,433

帯広の森研修センター 18,362

帯広の森スピードスケート場 49,402

帯広の森アイスアリーナ 69,388

帯広の森第二アイスアリーナ 34,858

帯広の森スポーツセンター 47,358

帯広の森市民プール 160,362

帯広の森野球場 46,265

帯広の森陸上競技場 48,169

帯広の森弓道場・アーチェリー場 15,766

帯広の森テニスコート 116,343

屋外運動施設 363,866

帯広の森球技場 25,497

計 1,232,248 

【生涯学習部 スポーツ課】 

 

（２）指導者の育成 

○関係機関・団体と協力し、プロスポーツチーム指導者を招き指導者教室を開催した。  

・開催回数 ２回、参加者数 ９２人 

【生涯学習部 スポーツ課】 

 

（３）スポーツ団体などの育成 

○スポーツ少年団活動に対する補助 

・少年団登録数 ９６団体、指導者 ４７６人、団員 ２，８６０人 

○帯広市体育連盟（加盟４３団体）及び帯広市スポーツ少年団本部に対する補助 

○全道、全国大会等派遣補助 

・大会派遣費補助件数 ８２件 

【生涯学習部 スポーツ課】 

 

（４）スポーツ・レクリエーションの振興 

○スポーツ賞及びスポーツ奨励賞の授与 

・スポーツ賞      ８個人 

・スポーツ奨励賞   １５個人、１２団体 

○地域スポーツ振興事業 

・開催回数 ６４回、延参加者数 ３，５６０人 

○総合型地域スポーツクラブの育成 

 ・十勝圏広域スポーツセンター機能整備協議会を通じ、光南ＳＨＣクラブを育成・支援 

○帯広市健康スポーツ推進委員会事業 

・秋季体育祭          ５，０１６人 

・冬季スポーツ事業         ６７０人 

・マイスポーツ事業         ７５６人 
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○ゴルゲート市民交流事業 

 ・開催地   大空小、柏小、光南小各３回、延参加者数 ２０７人 

○十勝大平原クロスカントリースキー大会の開催 

 ・開催地   岩内周辺特設コース     参加者数  ５１８人 

【生涯学習部 スポーツ課】 

 

２．競技スポーツの振興 

（１）スポーツ大会の誘致 

○国内スポーツ大会の誘致 

・全道、全国大会開催運営補助 ３４件 

○プロ野球イースタンリーグ公式戦の開催 

【生涯学習部 スポーツ課】 

 

（２）国内外とのスポーツ交流 

○日韓スピードスケート交歓交流競技大会の開催 

・開催地 ソウル  参加者数 ６０人 

○帯広・韓国アイスホッケー親善交流大会の開催 

・開催地 帯広   参加者数 ６０人 

【生涯学習部 スポーツ課】 

 

（３）スケート競技の振興 

○スピードスケート講習会の開催 

・講師 ４０人  参加者数 ５７２人 

【生涯学習部 スポーツ課】 

 

（４）スポーツ合宿の誘致 

○横浜Ｆマリノスユース、同ジュニアユースの合宿誘致 

○Ｕ１６サッカー日本代表チームの合宿誘致 

【生涯学習部 スポーツ課】 

 

３．スポーツ施設の充実 

（１）帯広の森運動施設の整備 

○屋内スピードスケート場の整備実現に向け、基本調査を行った。 

○帯広の森運動公園内の電気設備及び給排水設備の改修に向けて調査を行った。 

【生涯学習部 スポーツ課】 

 

（２）各種スポーツ施設の整備 

○各施設の適切な維持補修に努めた。 

【生涯学習部 スポーツ課】 
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（３）学校施設の地域開放 

○地域住民等が行うスポーツ及びレクリエーション活動のために屋内、屋外運動場及び光南小学

校屋内温水プールの開放事業を行った。 

小学校２５校 中学校３校 計２８校  登録団体３０２団体 登録者数５，７７６人 

延利用者数 屋内・屋外運動場 １８８，３４６人 光南小学校温水プール １１，３４３人 

【生涯学習部 スポーツ課】 
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第１節 総合交通体系 

１．都市内道路交通網の整備 

（１）駐車場の設置促進 

○全ての市営駐車場で最初の３０分の料金を無料としているほか、中央・駅北地下駐車場の定期

駐車料金を月１万円として、利用促進を図った。 

 また、駅南・中央第２駐車場では２４時間入出庫可能にして、利便性を高めた。 

○市営駐車場の利用状況 

利用台数(台）１日当たり利用台数(台）回転数(回転)

時間駐車 10,183 28 0.07

定期駐車 92,084 252 0.62

小　計 102,267 280 0.69

中央第２ 時間駐車 82,661 226 3.77

駅　　南 時間駐車 114,793 315 12.58

時間駐車 107,622 295 1.47

定期駐車 31,823 87 0.44

小　計 139,445 382 1.91

439,166 1,203 －

中　　央

駅北地下

合　　　計

区　　分

 

【商工観光部 商業課】 

 

２．空港の整備 

（１）滑走路などの整備 

〇エプロン改良、航空灯火並びに電源設備改良の実施 

・エプロン改良（ＬＡ－１）  １３，７００㎡ 

・誘導路灯火改良       一式  

・エプロン灯改良       ５基 

・電源設備改良        一式            【商工観光部 空港事務所】 

 

（２）駐車場の整備 

〇利用状況を予測し、整備計画の協議を行った。        【商工観光部 空港事務所】 

 

（３）消防・除雪体制の整備 

〇化学消防車（１２，５００ℓ 級）１台を増車した。      【商工観光部 空港事務所】 

 

３．航空路線網の充実 

（１）新規航空路線の開設 

〇国内主要地域との路線開設に係る可能性調査を行った。    【商工観光部 空港事務所】 

 

（２）航空路線網の充実 

〇航空会社に対し、東京線は現行の４便体制の維持（ＪＡＬ）及びダブルトラッキング実現 

（ＡＮＡ及びＡＩＲ ＤＯ）、大阪線は２便体制の実現、名古屋線は２便体制の実現と団体客へ

の対応可能な機材就航等の要望活動を行った。 

【商工観光部 空港事務所】 
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（３）空港利用の促進 

〇平成１６年度も引き続き着陸料の３分の１を軽減した。 

〇国内外チャーター便着陸料は２分の１の減額措置を行なった。 

〇空港利用拡大方策について関係機関と協議を行った。 

〇空港利用状況 

・運航便及び乗降客数 

定期便（東京便） 定期便（大阪便） 定期便（名古屋便） 定期便（函館便） 

乗降客数 搭乗率 乗降客数 搭乗率 乗降客数 搭乗率 乗降客数 搭乗率 

520,551 61.9% 73,797 61.9% 22,393 63.3% 343 26.8% 

定期便全体 チャーター便 ダイバート･臨時便 合    計 

就航率 搭乗率 乗降客数 便数 乗降客数 便数     

98.2% 61.9% 43,691 281便 1,304 9便 662,079 

・航空貨物及び航空郵便取扱量              

貨     物 (㎏) 郵     便(㎏) 

積 卸 計 積 卸 計 

4,157,701 2,830,917 6,988,618 549,395 2,401,325 2,950,720 

〇着陸回数 

定期便 チャーター便 
臨時便・ 

ダイバート便 
民間機 国有機 合 計 

2,191便 146便 9便 344便 4,091便 6,781便 

【商工観光部 空港事務所】 

 

（４）地域航空ネットワークの形成 

○３月１３日に帯広－函館線が新規開設した。 

 １日２往復  ㈱エアトランセ  使用機材 Ｂ１９００Ｄ １８人乗り 

【商工観光部 空港事務所】 

 

４．帯広空港の国際化の環境整備 

（１）出入国管理・検疫施設の誘致 

○道内関係機関と連携し、国に対して整備拡充を図る要望活動を実施した。 

【商工観光部 空港事務所】 

 

（２）国際化の可能性調査 

○国際チャーター便の定期的就航を図るため、観光機関と連携した海外観光客誘致活動を実施し、

国際空港化への環境整備に取り組んだ。 

【商工観光部 空港事務所】 

 

（３）国際チャーター便の促進 

○海外客による国際チャーター便２６５便と、邦人による国際チャーター便８便が就航した。 

○空港内に通訳を配置し、海外旅行客に対し、宿泊・観光・飲食関係の案内と出入国のケアを行

った。 

【商工観光部 空港事務所】 
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５．バス交通網の充実 

（１）バス路線網の充実 

○路線バスの運行維持を図るため、国・道と共にバス事業者に対して路線運行維持費を補助した。 

・補助対象バス事業者数 ２社  補助対象路線数  ２７系統 

【商工観光部 商業課】 

 

（２）公共交通機関のあり方 

○本市における新しいバスサービスの導入を目指し、実証運行、調査等を行った。 

 ・市街地におけるフレックスバスの実証運行 

 ・川西地区における新生活交通システム導入に向けた調査の実施 

 ・大正地区における乗合タクシーの本格運行 

【商工観光部 商業課】 

 

第２節 広域連携 

１．中核都市圏の振興 

（１）中核都市圏の振興 

○音更町、芽室町、幕別町とともに帯広圏地方拠点都市地域基本計画の推進と関連事業の円滑な

推進に努めた。   

                         【企画部 企画課】 

 

２．十勝圏の振興 

（１）第２次十勝ふるさと市町村圏計画の推進 

○十勝圏複合事務組合との連携を図りながら、地域プロジェクトの取組など広域行政の推進に努

めた。また、十勝圏活性化推進期成会を通じ、関係町村とともに関係機関等に諸課題の実現を働

きかけた。                             

 【企画部 企画課】 

 

第３節 国内交流 

１．姉妹都市交流の推進 

（１）姉妹都市交流の推進 

○開拓姉妹都市の静岡県松崎町、観光文化姉妹都市の大分市、産業文化姉妹都市の徳島市と行政

のみならず文化、物産、児童・生徒交流など、市民レベルでの幅広い交流を行った。 

【企画部 国際交流課、商工観光部 観光課、生涯学習部 女性青少年課】 
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第４節 国際交流・国際協力 

１．国際交流の推進 

（１）国際交流の環境づくり 

○小学校等への国際交流員の派遣、小中学生を対象とした国際理解促進事業の実施、幼児対象の

絵本読み語り事業など、学校や地域において諸外国の方々との交流機会を拡充するなど、国際交

流の環境づくりに努めた。 

・国際交流員の派遣     ５３回  延派遣者数  ９９人      

・絵本の読み語り事業    １０回  延参加者数 ５９１人  

【企画部 国際交流課】 

 

（２）都市間交流の推進 

○国際姉妹都市米国スワード市、国際友好都市中国朝陽市の両市と高校生相互派遣事業を実施し、

相互交流の促進に努めた。 

・スワード市  派遣高校生数 帯広市より３人、スワード市より２人 

・朝陽市    派遣高校生数 帯広市より２人、朝陽市より３人 

【企画部 国際交流課】 

 

２．国際協力の推進 

（１）農業技術協力の推進 

○帯広国際センターを中心に、帯広畜産大学、国立並びに道立試験研究機関、企業などと連携し、

農業技術や地域技術を生かした国際協力・技術協力の促進に努めた。また、国際友好都市中国朝

陽市から農業研修生を受入れた。 

・ＪＩＣＡ研修員受入     １５２人 

・中国朝陽市農業研修生受入    ４人 

・中国朝陽市短期専門家派遣    ３人 

【企画部 国際交流課】 

 

３．国際化の環境づくり 

（１）外国人が暮らしやすい環境づくり 

○在住外国人のための外国語情報紙の発行や在住外国人の生活相談など、外国人が暮らしやすい

環境づくりに努めた。    

【企画部 国際交流課】 

 

（２）留学生の受け入れの促進 

○帯広市在住の留学生で組織する「外国人留学生まちづくりを考える会」と連携し、国際交流活

動の企画、市民との交流機会の拡充を図るとともに、地域住民としてまちづくりに対する提言を

受けた。 

【企画部 国際交流課】 
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（３）ネットワーク化の推進 

○十勝地域において国際化推進事業を展開している十勝インターナショナル協会と連携し、「世

界の友達」「国際フェスタｉｎ十勝」などの事業を実施し、国際協力・国際交流の推進や国際感

覚の優れた市民の育成などに努めたほか、市町村間や様々な団体とのネットワークづくりを推進

した。 

【企画部 国際交流課】 

 

第５節 情報化 

１．行政の情報化 

（１）行政情報システムの充実 

○行政サービス向上及び行政情報の職員間の共有化を図るため、端末機を１０５台増設した。 

（デスクワーク職員一人一台化事業の推進） 

○地域の教育・行政・保健・福祉・防災等の高度な情報化施策に必要な情報通信基盤として、庁

内ＬＡＮを含む公共施設間（本庁舎・消防庁舎間）の超高速・大容量のネットワークの整備を行

った。 

○平成１５年度に策定した情報セキュリティポリシーの浸透、普及、定着を図るため、運用手順

書を作成し全職員を対象とした研修を行った。 

【総務部 情報システム課】 
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第１節 市民自治と自治体経営 

１．情報の公開・提供 

（１）情報公開の推進 

○情報公開条例により、情報の公開を推進した。 

・情報公開請求件数 ３８件 

・決定内訳  開示 ３７件  非開示 １件（内不存在 １件） 

【総務部 庶務課】 

 

（２）個人情報・プライバシーの保護 

○個人情報保護条例の適正な運用に努めた。また、本人に対し個人情報を開示した。 

・個人情報開示請求件数 ４件 

・決定内訳     全件開示 

【総務部 庶務課】 

 

２. 広報活動の充実 

（１）広報の充実 

○市民が必要としている情報や市の施策・方針などを広く周知し理解と協力を得るため、広報紙

本来の見やすさ、読みやすさなど市民の視点にたった編集作業を行い、広報おびひろを年１２回

発行し、市民に配布した。 

○市勢要覧を作成し、市外へのＰＲに努めた。 

【企画部 広報課】 

 

（２）情報メディアを活用した情報提供 

○テレビ、ラジオ、市のホームページなどを活用し、行政の情報を広く周知した。 

【企画部 広報課】 

 

３．広聴活動の充実 

（１）幅広い広聴活動の推進 

○市民の声                             

陳情・要望 市長への手紙 電話・来庁・Eメール等 市長とふれあいトーク 

件 数 項目数 通 数 項目数 件 数 項目数 回 数 項目数 

146件 365件 272通 383件 40件 61件 11回 33件 

○市民相談件数                            

一般相談 特別相談 行政相談 合   計 

2,392件 723件 159件 3,274件 

【企画部 住民活動課】 

 

４．市民参画のしくみづくり 

（１）市民と協働のまちづくり 

○協働を推進するためのマニュアルを作成したほか、市の重要な施策となる条例や計画等に広く

市民の意見を反映するためパブリックコメント制度を導入した。 

【企画部 住民活動課】 
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５．平和と人権 

（１）平和事業の推進 

○平和の絵募集と平和カレンダーの作成 

○「語り継ぐ核兵器廃絶・平和展」の開催 

○平和コンサートの実施 

【企画部 住民活動課】 

 

６．計画的、総合的な施策推進 

（１）計画行政の推進 

○「選択と集中」を基本的な考え方として、「ソフト重視」「成果重視」「市民協働重視」の３つ

の視点で、第五期総合計画後期推進計画を策定した。 

【企画部 企画課】 

 

（２）行政サービスの向上 

○ＩＳＯ９００１の認証登録を継続した。 

【総務部 行財政改革推進事務局】 

 

７．行財政改革の推進 

（１）事務事業の見直し 

○個別の事務事業について引き続き見直しを行った。 

○６３８件の事務事業評価を行った。 

【総務部 行財政改革推進事務局】 

 

（２）民間活力の活用（３）職員定数の適正化 

○学校給食共同調理場の業務見直しなど、２５名の職員を減員した。 

【総務部 行財政改革推進事務局】 

 

（４）財政の健全化 

○情報公開・説明責任の立場及び行財政改革について市民理解の促進のため「帯広市の台所事情」

を作成し、説明会の開催等、財政情報の積極的な公開に努めた。 

 ・「帯広市の台所事情」説明会の開催 ２９回 延参加者数７４０人 資料送付１０２団体 

 ・財政事情の公表   ２回（６月、１２月） 

 ・予算、決算状況等の広報おびひろ、北の暮らし情報システム等による公開 

 ・南商業高校３年生に対する台所事情と税のしくみについての出前授業を実施 

【財政部 財政課】 

 

○小中学生を対象とした租税教育を帯広税務署と連携し実施した。 

【財政部 市民税課】 

 

○収納率向上対策及び納税者の利便性の向上のために、公営住宅使用料等に加え、市税、国民健

康保険料についてもコンビニエンスストアでの収納を開始した。また、取扱店舗も拡大した。 

【財政部 納税課・市民部 国保課・都市開発部 住宅課】 
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８．地方分権への対応 

（１）地方自治の確立 

○中札内村と法定合併協議会を設置し、新市建設計画を作成したほか、事務事業の一元化等に関

する協議を行い、その結果を概要版として取りまとめ全戸配布した。 

 また、協議内容等について、広報おびひろ、ホームページ、説明会等を通じ、市民への積極的

な情報提供に努めた。 

【企画部 企画課】 

 

第２節 コミュニティの形成 

１．コミュニティ活動の促進 

（１）コミュニティ意識の醸成 

○町内会自治活動費の交付 

【企画部 住民活動課】 

 

（２）特定非営利活動（ＮＰＯ活動）の促進 

○帯広市内のＮＰＯ法人認証団体数 ２６団体（平成１７年３月３１日現在） 

【企画部 住民活動課】 

 

２．コミュニティの整備 

（１）コミュニティ施設の整備 

○施設の移転改築 

 施 設 名  南町福祉センター（稲田児童保育センター併設） 

 所 在 地  帯広市西１５条南３６丁目１番１号 

 規  模  鉄筋コンクリート平屋建 ６５４．３４㎡ 

 敷  地  ２，１６０．３５㎡ 

○施設の改修 

・駐車場改修工事     ２ヶ所 

・屋根塗装工事      ２ヶ所 

・トイレ改修工事     １ヶ所 

【企画部 住民活動課】 
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